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編集 旭 川 医 科 大 学

教 務 厚 生 委 員 会

発行 旭川医科大学教携部学生課
(題字は初代学長 山田守英氏)
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(写真撮影 学生課 細木和比古) 早春の十勝岳連峰(白 金)

新入生を迎えて 久保 良彦・・

医学科の新人生を迎えて 谷本 光穂・・

看護学科の新入生を迎えて………良村 貞子…

平成14年 度医学科人学 κ名簿

平成14年 度看護学科入学者名簿

平成14年 度看護学科第3年 次編入学者名簿…

新人生を迎えて 池山 紀j..

新入生を迎えて 角張 伸之… ・

旭川医科k学 に入学して 小針 隆志…

旭川医科大学に人学して 長谷部拓夢… ・

旭川医科大学に入学して 桝谷美津穂… ・

旭川医科人学に人学して 山下 萌… ・

外国人留学生 一覧
'F成14年 度 大学院入学者名簿
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海 外 視 察 報告 木 村 昭 治 ・・

海 外 教 育視 察 旅 行 報 告 … 谷 本、稲 葉、澤 田、初 見・・

授 業 評 価 の 公 表 にあ た って … … … 片 桐 一 ・・

授業評価

新歓合宿を終えて

大学祭のお知らせ

学生団体一覧

研究室紹介

新入生研修実施される

平,」～13年 度

平成14年 度 入学式

表紙写真の募集

海外視察報告書 中 村IE雄 ・・

教官の異動
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本年度本学に入学された、 医学科第1学 年95名 、

看護学科第1学 年60名 、1司じく看護学科第3学 年編

入者10名 の皆さん、おめでとうございます。

病に悩 む患者を救 う医療従事者 にな ろう、あるい

は病気の制圧のため研究者を 目指す という高い志 を

もって、苛酷で、 しか も求め られ ることの多い医師

や看護師 の道 を自ら選び、かつ選ばれた皆さんに本

学教職 員一同は心か らの敬意 と祝意 をもって歓迎 申

し ヒげます。

皆 さんが これか ら学ぶ医学 は 日進月歩、 前世紀よ

り引続いて 目覚 ましい研究の発展 を遂げてお り、21

世紀は医学 ・医療の爆 発的 ともいえる進歩がその特

長 となるだ ろうとさえいわれ ます。 もちろん、それ

は基盤 とな っている分子 あるいは細胞 生物学の 目を

瞠るばか りの展開に支 え られて いる もので ある こと

はいうまでもあ りません。

そ してそれ らの基礎的研究の発展 は、臓器移植、

生殖技術、遺伝子診断や治療あるいは再生医療 とい

った さまざまな高度先進医療の開発に繋が り、さ ら

にはオーダーメイ ドの医療の夢を抱かせるものです。

いいかえます と、医学 は不確実性 の科学 といわれ

てきた"元"と なっている患者一人間のもつ多様性が、

ゲ ノム解析 の進歩によ り個人々々が いかに違 うかと

いう分 了レベルの差と して明 らかにされる期待 がも

てるよ うになっているのです。

しか し、 このよ うな高度な先進医療が開発され、

医療 の現場 に逐次持ち込 まれ る場合、常に生命倫理

の問題がかかわ って きます。そ してそのよ うな 開発

が進み.い ままで踏み込んだ ことのない領域が次 々

と開かれて、われわれ 人間が 自身で適切 に判断で き

るか どうか という深い倫理 問題が生 じて くる可能性

す ら心配 され ます。

さらに、最近 とくに注 目されてきた医療過誤の問

題があ ります。"Toerrishuman"と いわれ ま

すが、 この問題 も医療 の高度化 と決 して無縁ではあ

りません。

このように医学 ・医療が進む程、医療従事 者には

それ にふ さわ しい知識 ・技術 を身に付 けることは も

ちろんですが、よ り深 く広 く"人 間"を 知 ることが

求 められる ことにな ります。 これか ら医学 ・看護学

を学ぶ皆 さんは基本 となる知識 ・技能の学習はもち

ろんですが、さらに人間理解への努力、人間の精神的、

身体的な多様性を是非学んでいただきたいと思います。

他方、医学 ・医療の目覚 ましい進歩 ・発展は医療

技術の革新 と相侯って、それ らに伴 う桁外れ の情報

量の増大をもた らしてお ります。 ちなみにその増加

は30年 前に比べる と、現在約800倍 になっている と

もいわれ ます。 このような情報量の増大 とそのスピ

ー ドに対処するために加え、医学教育にお ける体験

学習を一層重視す る方向で、本学では数年前よ り全

面的なカリキュラム改革に取 り組んでお ります。

多 くを学ばせる という従来の教授法に比べ、学生

が主体的 に自ら学ぶ、いいかえると自分で課題を見

出 し、 白分でそれ を解決する力を身につけさせ、体

験学 習を多 く取 り人れる方が近年の医学の発達 に則

したよ りよ い医学教育法であることが分かってきた

か らです。 このカ リキュ ラム を効果的な ものにす る

ためには、学生それぞれが良 い医師 ・看護師になる

という明確 な自覚 をもち、 自ら学ぷ努 力をすること

が何より大切な条件 とな ります。昔から"よ く学び、

よく遊ぶ"と いうことばが大学学生生活のモ ットー

のように広 く持唯 されてきました。 しか し、 いまの

医学の学び舎には、不適切と思われます。良い医師 ・

看護師になるため に"よ く学び、 よ く学ぶ"べ きで

あります。

本学に入学 された皆 さんはよ くご承知の ことと思

いますが、本学はその教育理念の冒頭に 「医療の質

を向上 させ、地域医療 問題を解決す ることにより社

会 に貢献す る」 ことを掲げ、建学の精神を再確認 し

てお ります。"Thinkglobally,actlocally"と

いう言葉が ありますが、国際的に通用する レベルの

仕事 を して地域に貢献す ることと解釈することがで

きます。

新 しい世紀の地域医療を担 う皆 さんが この ことを

モ ッ トー に本学で大 いに知識 と技能 を研鎖 し、人間

性の淘冶に努められ ることを期待 して止みません。

'r一成14年5月7日
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医学科の新入生を迎えて

医学科第1学年担当 谷 本 光 穂

新入生の皆 さんご入学おめで とうございます。 苦

しい受験期間を終 え、無事 難関 を突破 し、今は人生

晴れ晴れ といったところで しょう。さて、大学 とい

うのは、今 までの高校生活 とはずいぶん違 った とこ

ろです。 全て 自己責任 において行動 しなければな り

ません。それだけ自由とい うことで しょう。初めて

親元 を離れ、夢にまで見た一・人暮 らしの生活 を楽 し

む人もいるで しょう。大学では、 まず知的好奇心を

示す ことがな によ り大切です。そ して、その好奇心

に対 し積極的に探求す ることが大切です。そのため

には知的好奇心をもつ感性 を大切 にしなければな り

ません。 どうぞいろいろな授業 を受けて自分か ら積

極的に問題を見つけ、解決する努力をしてください。

このことは、特に医学の分 野では、学 問の発展は 目

を見張る ものがあ り、限 られた講義時間内では到底

カバーできません。要点のみを講義 し、後は 自己学

習に期待す るほかあ りませ ん。将来、 君た ちが医師

として一人立ち した とき、 もう誰 も教えては くれま

せ ん。 自己学習が必要 にな り、 これは生涯続けなけ

ればな りません。学生時代 に、 このよ うに問題を見

つけ自ら解決する という習慣 を身 に付けてお くこと

が大切です。そのためには、基本、基礎 を しっか り

理解 してお くことが肝心です。

次 に、 本学の学 内では土足禁止 になって いること

です。 これは、本学 開学以来 の規則ですが、最近の

学生諸君にはどうもよく理解 されていないようです。

先輩たちか らの様 々な情報 が入 って くるで しょう。

それ を基 に真似することはあま り感心 できません。

10年 ひ と昔 といわれ、新 しい状況が具体化 されるに

は10年 は要する と言われ ます が、現在では3年 ひと

昔といってよいほど変化が激 しい時代 です。イ ンタ

ーネッ トや携帯電話の発達を見て も良 く分か ります。

教育 について も、例外 にもれず実に変化が激 しいの

です。小、 中学校では完全週5日 制がスター トし、

高校で も来年度か ら中学校 で3割 削減 された内容が

盛 り込 まれ るな ど 「ゆと り教育」 が浸透 してきてい

ます。本学のカ リキュラム も、3年 前か ら劇的に変

化 し、今年か ら新たなカ リキ ュラムが実施 されてい

るのです。先輩たちの経験 した情報 はほ とん ど役 に

立たなくな っています。大学の先生方や事務 の方 々

は皆、上靴で学内を歩 いて いるのに、先輩を含めて

学生だけが土足で歩 いてい る姿は大変見苦 しく、 ま

た、恥ずか しい と思わなければな りません。 また、

最近の臨床医学では、知識、技能、技術ばか りでは

な く、患者や地域住民 との コミュニケーシ ョンの重

視 が指摘 されています。 しか し、最近、コミュニケ

ー ションの 苫予な若者が増えて いているようです。

コミュニケーションをうまくとる訓練には、まずは、

ク ラブ活動 に積極的 に参加するな どして多 くの友 人

を作 ることで しょう。

入学式 当日実施 された新 入生ガイダ ンスで もお話

しま したが、今年 の休 日つま り、 「自由の 日」は年

間、実に186日 もあります。約半年です。土曜、日曜、

祝祭 日、そ して夏休み、冬休 み、春休み、 これ らの

日々をどのよ うに過 ごすかは皆さんの 自由ですが、

ぜ ひ有意義 に過ごしていただきた いと思 います。

また、 「朝食」 に関 しては、某医科大学で医師国

家試験不合格の学生 に朝食欠食者が多 いことか ら調

査 したところ、在学 中の全教科 の平均点や成績順位

も、 朝食 を摂っているグループに比べ、欠食グルー

プは明 らかに劣るという結果が得 られたそ うです。

是非、朝食 をしっか り摂 って健康 を維持 して、楽 し

い学園生活 を送って ください。

いろいろ学生諸君 には注文を付 けましたが、 この

旭 川医科大学に人学 した俊秀なる学生諸君は、 これ

らの注文 に1.分 な理解 を示 して くれる ものと信 じて

お ります。

青春真 っ只中の君たち、2度 と経験できない貴重

な 「青春」 を十分謳歌 して ください。

(物理学 教授)
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看護学科の新入生を迎えて

醸 学科㈲ 判.幽 良 村 貞 子

新人生の岱 さん、ご人学おめで とうございます。

これか らの大学生ldに 、 多くの夢 と希望をもって入

学された皆さんをお迎えで き、 とてもうれ しく思 い

ます。その夢や希望の実現 に向け、 少 しで もお役に

、ε五つことができればと考えています。

さて、411か ら始まった新生活 はいかがですか?

厳 しい受験 生活か らの開放感を満喫 され ましたか?

大学牛活 へのギア ・チ[ン ジは うまく行 ったで しょ

うか?友 人作 りは川貞「凋でしょうか?

個性 あふれる皆 さんに期待することは、 多くの 人

との川会いの中で の成長です。 今まで、友 人は同 世

代が 多かったと思いますが、 この大学の4年 間では、

様 々な年代の 入々と川会います。例えば、 看護学科

は第1学 年の時か ら実習が始ま ります。 専門的な学

習が まだ ト分でな い皆 さんにとって、最初の5日 間

0)実習は、さぞ緊張0)ll々 となると思います。 しかし、

病気 を持つ 入が病院 とい う制約の 多い場所 で、 どの

ように/1活 しているか、看護職 者は どのような援助

をしているか、 を知 りまた、 多くの医療従 事者の連

携iによ一一,て医療が提供 されて いることを実感で きる

と思 います。 この学習は、そ の後の勉学 の基礎 とな

る亜嬰なものです。

確かに初対面の入となかなかriirができない学生には、

実習 に行 くことrl体 が大きな ス トレスとな ることで

しょう。でも、皆さんのこの経験は実 り多いものです。

皆 さんが患 昔さんの ことを真剣に考えて実習 してい

る ことは、必ず伝わるのです。 ただ し、必 要な会話

や援助がで きない 自分をitめ 、 自分にだけ関心 が向

いているよ うでは、患 音さんは学 生を迷惑に思 うだ

けです。 このよ うに、 看護学科では、 今までの机L

の学習 とは 異な り、体験 を通 して学習 してい くこと

が求め られ ます。 したが ・って、 まず 自分の健康管理

をす る必要があ ります。体調 が悪 いとよい実習 はで

きません,,風 邪をひ きにくい身体づ くりのために、

大いに運動を しま しょう、、また、気 分転換がで きる

趣 味 を 持 つ こ と もよ い で し ょ う.

と こ ろ で 、 ノ〉年 の 入 学 ノ1には 、 本 学 の ア ド ミッ シ

ョ ン ・ポ リ シー で あ る 、 地 域 社 会 へ の 関 心 を 持 ち 、

自 らが 問 題 を 見つ け 解 決 す る 意 欲 と 行 動 力 を 持 つ,f.

ノトと して 選 ば れ た 、A(.)人 試 の 最 初 の 学 生 も い ます.

彼 女 ら は 、 合 格 後 、 ボ ラ ン テrア 活 動 を通 して 多 く

の学 び を して い ます.今 ま で出 会 う機 会の な か っ た 人 々

か ら 得 た こ の 多 く の 学 ひ を 、 是 非 、 他 の 学 生 と 共 有

して 、 さ ら に 成 ⊥くし て ほ しい と 期 待 して い ます 、

ま た 、 皆 さ ん に は 、 常 に 現 実 と向 か い 合 う 勇 気 を

も 一.,てほ し い と 思 い ま す 。 現 実 は 、 時 に は 厳 しい も

ので す 。 で も、 自 分 には 何 が で さ、 何 が で きな い の か 、

を 明 確 に す る こ と か ら始 め ま し ょ う.自 分 の 考 え を

素 直 に相`Fに 伝 え 、 相rの 反 応 を 素1直に 受 け と め る.

こ の こ と は 、II々 の ノ1活の 中 で 培 う こ と が で き ます 。

も し 、 自 分 で 解 決 で きな い 問 題 が 発 生 した 場 合 は 、

S(')Sを 早 め に 発 信 し ま し ょ う.た だ し 、 努 〃 しな い

で 発 信 す るS(:)Sは 誰 も 受 け と め て く れ ませ ん 。 努 〃

した が で き な い 場 合 に は 、 必 ず 誰 か が 受 け と め て く

オ1ます 。 遠 慮 は イ・要 で す 。

最 後 に 、1深 呼 吸1を お 勧 め し ま す.若 い 時 は エ

ネ ル ギ ー が あ ふ れ て い ま す の で 、 走 りす ぎ る こ と が

少 な く あ り ませ ん 、,時 に は 、 ス ピ ー ドを ゆ る め 、 深

呼 吸 し て み ま し ょ う。 す る と 、 周 囲 の 状 況 が 目 に 人

っ て く る か も しれ ま せ ん 、,深 呼 吸 は 白 分 の 考 え を ま

と め る よ い 時 間 と も な る で し ょ う。 新 鮮 な 空 気 は 、

心 を 清 ら か な も の に して くオ1ます 。

走 る ・歩 く ス ピー ドに は 個 人差 が あ り ま す が 、 時 々

ス ピ ー ドを ゆ る め 、 ゆ っ く り周 囲 を な が め 、 ま た 、

自 分 ら しい ス ヒー ドに戻 して み て は いか が で し ょ うか、,

この大 学 に は、 頼 りにな る 先輩 や 教 職 員が 沢 山 い ます.

何 か 困 っ た こ と が あ り ま した ら 、 躊 躇 しな い で 誰 か

に 相 談 し ま し ょ う、,自分 の 声 を 出 す こ と を忘 れ ず に 、

有意 義 な 学 牛 牛 活 を 過 ご さ れ る こ と を 祈 って い ま す.

(看 護 学 講 埣i教 授)
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新入生を迎え五 二]

医学科第6学年 池 田 紀 子

新入生のみなさん、入学おめで

とう。

これか ら始まる新 しい生活 に希

望 と期待で胸を膨 らませているこ

とで しょう。

そ こで、最上級生の先輩 として

ち ょっとア ドバイス したいと思 う。

学生生活 は長 いよ うで あっ という間 に終 わ って

しまう。あっという間に歳 もとって しまう。だか ら、

ぼ 一 っと過 ごすな んて もった いな い ことは しな い

で時間を有意義に使ってほしいと思 う。学生であり、

若 さが あって、時 間の ある今だか らこそで き る こ

とに果敢 に挑戦 して、た くさん の ことを体験 して

ほしい。時間の使いかたは人それぞれだと思 うけど、

私の場合は年 に1回 海外旅行する ことにしている。

行き当た りば った りの冒険みたいなビンボー旅行。

一番強烈だったのは、 アフリカ旅行 中の出来事。

サファリに行 く途中に車がひっくりかえり、傷を

負った。かなりビビったけど、事故のおわびにと

超豪華なホテルに泊まれることにな り、超デラッ

クスなサファリコースにかわった。ラッキー!!

体を張って得た贅沢は最高だった。

グアテマラでは1ヶ 月間、ホームステイをしな

が らスペイン学校に通った。学校には北欧の人が

多 く、もちろん 日本人は全くいなかった。週末は

学校の友達 といろんな観光地に行って過ごした。

富士山よ り高い山にも登った。雲を見下ろした頂

上からの景色を今でも鮮やかに思い出せる。

私にとって旅は発見の連続だ。

いろんな文化に触れて見るものすべてが新鮮だ

った り、旅先で出会った人の親切に感動 したり、

大自然の中で人生観が変わったり、自分のや りた

いものが見えてきたり … 。

そ して何よ りも、どこでも生きていけるた くま

しさを手に入れた。

年に3回 の長期休暇は学生の特権。みなさんは

どんな経験をするのかな。たくさんいい経験 をし

て自分に磨きをかけて、ステキな医療人になって

下さい。

[=======一===… 一
新入生を迎えて

看護学科第4学年 角 張 伸 之

て行きます。皆さんにはこの大学、

おいてより多 くの事 をより楽しく学んでいってほ

しいと思います。

「大学生活は全てが学びの場」 とよ く言われま

すが、確かにその通りだと思います。講義やテス ト、

実習等の勉強はもちろん、部活動やバイ ト、学外

の人との交流等、様 々な場面が自分の知識、人格

の成長の機会となります。 しか し、 ここで重要な

のは自分で学ぶ意志の有無です。最初のうちはそ

の場に立つだけで学ぶ事 も多いと思 いますが、慣

れてくるとそれだけでは意味が無 くな ります。与

え られた事をするのではなく、 自分で考え、自分

新入生の皆さん、入学おめで と

うございます。新しい環境、友人、
一人暮 らし等、大学生活にはもう

慣れたでしょうか。看護学科の皆

さんはこれか ら4年 間 この大学で

学んでいくわけですが、 この4年

間というのは思いのほか早く過ぎ

または学外に

一7一

で行動するという事が非常に大切にな り、 また求

め られます。その人の自主性 に任せ られた大学生

活ですので、 あくまで自分を伸ばすのは自分 とい

う事を忘れず、それぞれの目標に向かって頑張っ

て下さい。

また大学生活では一般教養や専門的な知識、技

術を身につける事は当然重要ですが、それ と同様

に人格の幅を広げる事 も大切な事だ と思います。

旭川医大には様々な経歴や人生経験を持った方が

多 くいるので、その方々と交流する事や、趣味、

部活動に打ち込む事、外部との交流等、自分の人格、

考え方の幅を広げる方法はいくらで もあ ります。

何にせよ新 しい事や、今 までの自分に無かったも

のに否定的にな らず、まずは挑戦 してみる事、受

け人れてみる事が大切だと思います。そして、そ

の中で自分というものを徐々に確立していければ

いいのではないかと思います。

4年 間の大学生活では苦 しい時や、深く悩む瞬

間が必ずあ ります。 しかし、それ以上に楽 しい事

も必ずあります。それを探せるかどうかも自分 し

だいです。せっかくの大学生活なので皆さんにと

って学ぶ事の多い、充実した、楽 しい4年 間にな

ることを期待 しています。



旭川医科大学に入学して

医学科第1学 年 小 針 隆 志

働
受験 の ときに、私 は初め て旭川

に来た.旭 川 空港 に着 いた と き雪

が降 っていて 、辺 りはaっ 白であ

輔 卜 翻 騰1二lll留誌こilそ
いた ので驚 いた,,私 は面接 の とき

に、 ものす ご く緊張 して しまった。試験 は あ ま り

で きたよ うな 気が しな か った ので、 も うここに来

ること もな いだろ うな あ、 と思 い、疲才1、そ して

落 ちこみなが ら家に帰 った。 合格発 表の とき私 は

なかな か封筒 の中身 を見る ことがで きず 、5分 く

らい固 まって いた。 だか ら白分の番号 を 見つ けた

と きに1う おおお あ った ああ あ!!1と 思 わず 叫

ん で しまった、,ま さか また ここに来 る ことが で き

るとは思わ なか った。 私 は旭川医科 大学 に 人学 す

る ことがで きて本当にうれ しく思 っている,,

授 業 も始 ま り、初 日に医 学チ ュー トリアル とい

うもの をや った。 これ は7人 く らいの グルー プ に

分 け られて いて、課題 を 与え られ てその 中か ら皆

で問題.rを 見つ け出 し、 これ につ いて 各白が 白分

白身で調べ、次回に発表して討論するというものだn

教師が ・方的 に講義 をす るのではな いので このよ

うな授 業は 今までや った ことのな い新 しいものだ

った。 チ ュー トリアルは楽だ と言 う先輩方 も 多か

ったが、白分としてはこれはかなり難 しいと思った。

まず、 どこまで調べれば いいのかが分 か らな い。

そ して、調べ て きた ことを白分の 中で 理解 して、

それ を 白分 の11に して 再構 成 して、 相rに 分か

りやす いよ うに説明す るのが なかなか で きな い と

思 った。 また 、 白分が 何か 言って いる ときも、 チ

ュー ダ ーはた だ黙 って 見て いるだけな ので、 自分

の 言って いる ことが 合って いないよ うな気が して

きて不安 になった,、

今年 か ら新新 カリキ ュ ラム にな り、 前よ りも厳

しくな った とい う話 を聞いた。 これか ら授 業 のノ∫

は さらに 大変 にな って い くと思 うが、 無 串に 卒業

して 、`'1派な医者 になれ るよ うに 全/Jで 頑張 って い

きた いと思 う。

旭川医科大学に入学して

医学科第1学 年 長 谷 部 拓 夢

念願 の旭 川医科 大学 に晴 オ1て人

学 す る ことがで きて、僕 は今大 き

な期待 と同時 に、 小 しの 不安 を感

じて いる。

高校 と異な り、 人学 には 幅広 い

年齢 層の 人達 が全国 各地か ら集 ま

って いる事 に驚 か され る。 そ うした クラスの仲間

や 先輩達 とi.rく や ってい けるだ ろ うか とか、 ち

ゃん と勉強 につ いて いけるだ ろ うか とい った漠然

と した 不安 はあ る。 だが、 それ以 上 に 「これ か ら

6年 間、i力 して良 い医師 になるぞ!」

という気 持ちの方が僕 の中では強い。

人学す るな り僕 は幾つか のサー クルに 人った。

今 まで スキー も合唱 も部活 動 と してや った こ とな

どなか った.ラ グ ビー に至 って は、高校 生 の弟が

ラゲビーに熱 中 して いるの を 見ては、な ん と汚 い

野蛮な スポーツだ ろうかとあ きれていた ものである,

その私が、朝5時 から伊の沢で滑って、昼に歌って、

夕方グ ラウ ン ドで マ シー ンを押 してい るのだか ら

驚 きだ。何 故 ラゲ ビー部な のか と考えてみ る と、

入学 式の 日に突然拉 致 され て胴Lげ の洗 礼を浴び

せ られた ことが ど うも大 きいよ うに思 う。 先輩達

の雰 囲気が とて も明る く、初 めて ラグ ビ・一という

スポーツをする僕に対 しても皆優 しく接 してくれる。

,i,しくらい怪 我 を しよ うが、 とて も楽 しく練 習で

きる し、 早 くL手 くな りた い とも思 う。そ のよ う

に感 じるよ うにな った 自分 自身の変 化 に驚 くと同

時に、その変化を とて も嬉 しく思 う、,

入学 してか ら口が浅 いので 、 まだ それ ほど 多く

の授 業 を受 けては いな い。 これか らどのよ うな内

容の授 業が始 まるのかよ く分か らな いが、 とにか

く自分な りに頑張 りた いと思 って いる、,1・ 生懸

命努 力 して良 い医師 にな る1と いう初心 を忘 れず

に これか らの学 生生活 を送 りた い。

ところで、 私は健raな 未成 年者で ある、,飲み会

に行 って も、決 して 誘惑 には負けな い、,誰が なん

と言お うと負 けな い。 しか し翌 日=Ll酔 いな のは

何故 だろうか … 。謎である、

一8一



一

旭川 医科大学 に入学 してL

看護学科第1学 年 桝 谷 美津 穂

しい1と い う でメー ジは、

に足 を踏 み 人れた瞬 間 に消え去 った。 熱心 な部活

動の勧 誘に、私 はア然 と したが 、 どこか ほ っと し

た気持 ちにな_,た 。 そ して、 これ か らの大学 生活

に胸 を弾 ませた のであ る。 しか し、8Hか ら早速

行われ た講義 を受 け、胸 を弾 ませてば か りで は い

られな い 巳liに気 づか され た.講 義内容 は、 「看 護

とは何 か」 とい うもの であ り、 看護師 を 口指す 私

達 に とっては、 永遠の テーマで もあ る ものだ。 突

4月5日 の人学式 を終 え、k学

生括 も半月が過 ぎよ うとしている。

宿 泊研 修 も無事 に終 え、 日に 日に

友 人も増 え、高校時 代 とは また違

う楽 しさを感 じている毎日である。

私 の中 に在った 「医 大生はお とな

人学 式の朝、 大学構 内

然1あ なた の考 える看 護 とは何 か1と い う買問 を

問われ、私は 正直戸惑 ってしまった.今 まで、1な

ぜ 看護師 をH指 してい るのか」 と、 白分に問 いか

けた ことは幾 度 もあ り、 白分な りの答 えは 出て い

たが、1看 護 とは何か」 という問 いに、明確 な答

えが 出た ことは無 か った か らだ。 現時1'¥で は、看

護 とは、患 者の精 神的支 え になる こと、 また、医

療 施設な どで患 者が安心 で きる雰 囲気 や環境 をつ

くる ことであ る、 とい うよ うにただ 漠然 と して い

るが、 これ か らの4年 間で しっか りとそ の問 いを

見つめ、 考えて いきた いと思 う。

これか らの4年 間 は、 私 の 入生 の中で最 後の学

生生活 とな るで あ ろう。 部活 動やH々 の 生括 を通

して、 多くの仲 間 と知 りQい 、そ の仲間達 と充実

した 生活 を送 って いきた い と思 う1,そ の 中で、 ま

た新たな 自分 を 見つ け、 自分 自身 を磨 いてい きた

い とも思 う。常 に、医療 従 事 者にな りた い とい う

気持 ちを忘れず 、 自分 白身 を向1'し てい こ うと思

っている。

旭川医科大学に入学して

看護学科第1学 年 山 下 萌

人生歓迎iiTl'iです ぐに 友達 がで き、

して いる 人がた くさん いたので、

な思 いを しているわけではな いのだ と感 じました。

"f=生活 を送 って い く中で実感 した事 は、"何

事も自分 自身 でや らな くては いけな い"と い う事

です.

よ く、 大学 は 自分で勉 強 してい く場 であ る と言

わオ[るので これは当た り前なのか もしれませんが、

高校時 代は何 か少 しで も問題が 発 生す る と先生を

頼 りに していたので難 しい事だな と思います,ま た、

人学 式か ら2週 間がす ぎま した

が、大学 生活 にも何 とか慣 れて き

ました。 入学 したば か りの頃は 新

しい ヒ地で一 人暮 らしをする 串:や、

友達ができるのだろうかな どの様々

な 不安 があ りま した。 しか し、 新

汰 幕 らしを

自分一 人が大 変

一9

白分の意 見を発 表す る時 もきちん と相rに 伝え る

事が必 要 と され、や は りた くさん の`'を 身 につ

けて言 いた い 事を 言え る様 にな らな くて は いけな

いと思 い ま したOこ の様 に、何 事も自分 自身 でや

る事 は 大変ですが 、 自分 の好 きな 事を勉強 して い

る とい う点 に関 しては とて もや りが いが感 じられ

ます。 特 に、 某礎 看護技 術学 では、..と は何

か?""健 康で ある とい う事は どうい うしllか?"

な どの 看護 に関す る具体 的な 問題 につ いて勉 強 し

て お り、 以前 自分が持 って いた看護 の イメー一ジと

は 大きく 異な りま した が、 看護の 新 しい ・面を学

ぶ事がで きて ます。

そ して 、高校時 代 にやる ことが で きなか った部

活 動 を始 め る事 がで きました。 何か 新 しい物 を ・

か ら始 める半 は大変 ですが、 上達す る為 に努 りを

し続 ける事によって 自分が成長で きると思 うので、

頑張 ってitき た いです、,

毎 日、講義や部活で忙 しい11々 を送 っていますが、

忙 しさに流 さオ1ずに、 入学 時 に持 って いた緊張感

を持 ち続 けて しっか り顧張 ・って行 きた いです。
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海 外視察 報告書

化轍 授 中 村 正 雄

海外 の医学 及び教育制度 や医療サ ー ビス等 の調

査のため、'}へ成14年2月lollか ら2月16日 まで、

Tギ リスとフラ ンスを訪 問 した。 参加 メンバ は

中村lr雄(・ 般教 育)、 関ll公 男(会計課)、 外 川恵

f(看 護師長)、 新開淑t=(看 護学科)で あ った。 参加

メンバ ーの構 成が¥1/_成13年 の 暮れ に決定 し、急遽

訪問 先をロ ン ドンの聖 ト マ ス病 院 とナ イチ ンゲ

ール ・ミ.⊥ ジアム 及びバ リの ロスチ ャ でル ド病

院 と選定 した。

1)聖 トーマ ス病院 とナ イチ ンゲ ール ・ミュ ジ

アム(写 真1)

聖 ト マ ス病 院には フロ レンス ・ナ でチ ンゲ

ールの理想が生か された"ナ でチンゲー一ル病棟"

が現 存 している,,病 棟 を一一つ の 共同体 とす る こ

の 考え方は時 代 と共に個室、 小 人数 部屋 のli.視

へと向 かったが、現在病棟建 築家の問で再評 価

され ている.tiuト ーマ ス病院 は ここに組織 的看

護教 育を行 ラ看護師jlll練学校 が設立 さオiた事で

も名高い。 併設 された ナ でチ ンゲ ール ・ミュ ー

ジアムで彼 女のYY.績 と共 に看護師訓練学校 の設

i.理念 を しのぶ 事がで きる。 ミュ ジアムは小

数の ヴ1門家 と複数のポ ラ ンテ でアで運営 されて

いる。 遠来の私た ちに対す るポ ランテ でアの親

切な配慮 を印 象に残 しロン ドンを去った、、

警
曝

鱗
魚轡
MUs猷

写真1

2)ロ スチ ャイル ド病 院

ロスチ ャ イル ド則 団が運 営す る この病1院は、

脳 動脈瘤 の患 者 に新 しい治療法 を積極rl勺に行 っ

ている。 ここには 本学 の櫻 井寿朗 氏が私 費留学

され技術 を研 鐙 さ才1ている.お かげで私 たちは

CT画 像 を 見なが ら実 際の治療 が行われ る現場

を 見学で きた(写 真2)。 治療現 場 には医療材

料の専門家 が加わ り、 医師 と相 談 しなが ら治療

に適 した 材料 を選定 して いた,,医 療 チ ーム は ス

タ ッフの他 韓国 、 南米の 方が加 わ って いる。ド

宰するJac(lllesMc)ret教 授の 基本姿勢 は、必 要

とされ る治療技術 を広 く医療従1ド昔に提供す る

事で あ る.訪 問 した病院 は頭頚 部 と眼科 の 惇1円

病院で 、経 営 画に寄 与のあ る分野 に 多額の投資

が されている

まとめ。 今回の最 大の収 穫は本学の分野を越 えた

方 々と面識 を持 てた ことである、,こ の試みが定 着

し、 多くの参加者 が本学 を様 々な視点で 見直す!拝

になれば 本学 の 大きな財産 にな るで あろう。 バ リ

の訪問先の選定 は田巾教授(脳 神経 外科学)に 助 ηい

ただいた。お 礼を申 し ヒげ ます、,

写真2

一11
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海 外視察 報告

醗学糠 木 村 昭 治

第2グ ルーツ(山 内(数 学)、木村(看 護)、佐 藤、樋

[(事 務官))は ロン ドン大学、 ローマ 大学 を訪問 し

たが、 ここでは紙 面の都 合上最初 に訪れた ロ ン ド

ン大学 での 交歓 について記す ことにす る。 ロ ン ド

ン大学 は典型的な カ レ ッジ集i>型 の総 合人学 であ

るがカレッジの数はロン ドン市内に多数に及ぶ。我々

は 本大学 衛生学講 座松 井講師 が同 大学 に留学 中で

ある ことを 彰いに、 仲 介をお 願 い した所 ク で一 ン

メア リ で医科ICI科 大学の教務 担 当副学 長の コーペ

ルマ ン教授 を紹 介 して いただ けた,,Eメ ー ルでの

打 ちr爵 りせ では昼 食を しなが ら インフ ォー マルな

話 し合いをとい うことだ った ので、 皆で 大学 のゲ

ス ト川の レス トランで豪lllな 食事 を しなが らデf

スカ ッシ ョン と内心期 待 しな が ら出 かけたの だJ

た(因 み に この/¥'」.は博者が20年 近 く前に留 学 し

てお 汐)、教授 脚用の レス トラ ンのあ る ことを知 ・っ

て いる)。1'想 に反 し、案内 された 部屋は コーベ

ルマ ン教授 の 部屋で テープ ルにはサ ン ドイッチ と

ジュー一スが置 いてあ った,,コ ・一ペ ルマ ン教授、 そ

の補佐 を して いる解 剖学 教授、 渉外 ・広報局 長の

3人 が いた、,1寒国にお ける医学 教育 市情1こ般 につ

いて話 を伺 いた い と打 診 して あった ので、 まず そ

の説 明を受け てか ら、 疑問が あれば 適宜 こち らか

ら質問するという消極rl勺な形を予想していたのだが、

い きな り 「あ なた ノ∫が 知 りた いのは何 なのか」 と

聞かれ、準備 の出来 ていな い頭 を整理 し、急 いで
1寒作 文川の頭 に切 り換 え以Fの 点 につ いてお 聞 き

した、,1.人 学者選 抜の 方法2.カ リキコラム3.教

養科 口4.バ ラ スデ でカル学生 とo)含1司 講義5.T

ン ター ン制

1.で は、いわゆ る学 りに関 してはAレ ベ ルを クリ

アー してい る ことが必 要条件で これ に面接 を加 え

て判断す る。 面接 は3回 行われ るよ うで、2回 は

大学 関係 者の面接官 で、1回 は 大学 関係 者以外 の

}惚

蚕

難

難

脚轟

r

幽
『

卜

…
…

ー

ー

:慰

丘

面接官 で行 いそれ らの総uで 判定す る とい う。 外

部の意 見を反映 させ るシステム には少 々驚いた、,

カ リキ ュラムは完/aに 臓 器別 にな ってお り5学

年 を通 じて(英 国は5年 制)it.常 ・異常 をセ ッ ト

に して学 ぶ、,コア カ リキュ ラム と して臓器別 に到

達[標 を細か く記 した冊 」孔が学生に渡 さオ1ている,,

高学年 ではベ ッ トサ イ ド中心 で あ り、 これは 日本

と変わ らな い、 チ コ・一トリア ル制度 も低学 年で行

うがそ のテー マは医療 分野 に限 らず 、従 って チ ュ
ー ター一は誰iでもよい ら しい、,看護師 で も良 い し極

端 な話 秘 再で も良い、,全般 的な問題 解決能 力を養

うのが[的 であるか らというのがそ の理由であ り、

チ ニい一タ・一は フ ァシリデ ータ・一と して積極的 に関

与す るノ∫向に ある、,チュ・一トリアルは学牛 には好

評であ るがチ ュー一ター には評判が悪 いよ うでゃ は

り時 間をと られ る0)が いや らしい.

教養科Hに 関 しては詳 しく聞けな かったが、1,!

本的 に臣規 の科 目として入っていな いよ うである。

パ ラ メデ でカルとの 合同会議 もr試み たよ うで あ

るが医学 科 との 要求 水準が違 うため 内容 設定が 難

しく、現在は行 って いない との ことだ った、、

インタ・一ンは6年[が それ に相 当 し義 務化 さオ1

て いる。

以i.、 記憶 にあ る部分 を簡 単に記 したが、彼 ら

も問題点 をか かえ てお り日々試行錯誤 をか さね て

いるので あって この点 は我 々とll可ら変わ る ことが

な いという印 象を受けた、,

コアカ リキ ュラムや臓器別のカリキュラム進lj、

チ ュー トリアル制度 な ど旭川 医 大が 目指 して いる

もの と重な っている部分 も随 分と 多い。

最 後 に今回 の訪問 を快 く受 け 入れて くれ た コー

ヘ ルマ ン教授 を初め とする クr一 ン ベア リr医 科

大学関係 者に謝意 を表す る。

擁
鯉

騨

♂麟

、
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海外教育視察旅行報告

谷本光穂物理学教授、稲葉久f副 看護部長

澤田みどり看護師長、初見定俊会計課長

我 々のグルー プは、米 国での教 育視 察 を仰 せつ

か った。 我 々は看護 教育、環 境科学 教育 の現 状 を

調べ る目的 で、2月8日 か ら2月15口 の 口程 で シ

カゴ,ニ ュー ヨー クを訪 問 した。 同時多発 テ ロ事

件 で米国は厳重 な警備体制 を とって お り、 又、 ち

ょ うどその時期 はソル トレイ ク ・オ リンピ ック と

重 な り、特 に空港 でのチ ェックには閉[し た。 そ

のためか、 シカゴへ到着 早々初 見課長 は高価 な皮

製 コー トを紛失す るという事態に遭遇 した。

看護 教育 と しては、本学 附属病 院看 護部 出身の

小林瞳 さん を尋ね て シカゴへ、 また、環境 問題 と

取 り組 んで いる研究 所の あるニ ュー ヨー クへ 川か

けた。2月8日 まず シカ ゴに飛んだ。 そ こか ら、

5人 湖 の1つ ヒュー ロン湖 の近 くにあるサギ ナ ま

で飛 び、サギナ ・ヴ ァレー 大学 の看護 学部大学 院

学 生で ある小林瞳 さん を訪 問 し、主 に大学院 の教

育制度 につ いて 説明を受 け、学 内 を案 内 して も ら

った。次 に、ニ ュー ヨー ク州 の州都 オルバニー に

飛び、ニ ュー ヨー ク州 、i.大学 オルバニ ー校附属 の

環境科学研 究セ ンターを訪ね た。 この研 究所 との

連絡にはDr.Blanchardに 頼んだ。 オルバニーでの

2泊 は、Blanchard氏 の同僚のDLKumεd宅 に初 見、

谷本が、Dr.Kumaiの お嬢 さん宅 に澤 山、稲葉 が

それぞれお世話 になった。 研究所では副所長 のDr.

Lalaが 精 力的 に研究所 の内部 と研究 内容 につ いて

案内 ・説 明を して下 さった。学 生、研究 員は人学

の宿舎生活 を してお り、そ のためか研究 は非常 に

活性化 され て いた。宿 舎は人学 の建物 と一体 にな

って いて、 教育 ・研究 の体制 としては すば ら しい

環境であった(谷 本 ・初見)。

私達 は、1996年 まで旭川医科大学附属病 院に勤

務後、渡米 し看 護師 ライセ ンス を取得、現 在 ミシ

ガ ン州立サギナ ・ヴ ァレー大学 ・大学院に学ぶ 「小

林瞳さん」 を訪ねました。サギナ ・ヴァレー大学は、

1963年 開校 の総 合大学で、 メインテナ ンス も行 き

届 き、障 害 者に も不 自由のな い学習環境 を提供 し

て います。 看護 学部 の理 念は 「臨床 にお いて、 即

戦力 とな る技(skill)と 理論(theory)を 備 えた

看 護師 の育成」 を掲げ、 その評 価基準 はかな り高

いよ うで す。更 に、修士 課程 の学生 は臨床経験 者

であ り、 しっか りした学習課題 を持ち学んでいます。

人学側 は、学生 のハイ レベル の学 習ニー ズに応 え

るべ く、幅広 い見識 と能 力を持 った教授陣を揃 え、

イ ンター ネ ッ トを利 用 した遠 隔公 開講義、 メー ル

ミーテ ィング等、教育環境の充実 を図 っています。

米国看護 教育の一端 では あ りますが、 高学歴化 の

口本か らみると、 「何のために教育するのか」、 「向

Lと は何か」を考えさせ られた訪問となりました(稲

葉、澤 田)。

最後 に研究 所訪 問に際 しては公 式の依頼状が 必

要 にな った。 しか し、本学 には公式 の依頼状 はな

くその作成 に苦労 した。 また、帰 国後、礼 状 を出

す 際 に公 式の礼状 はな く個 人的 に処 理 した。 贈 り

物 として写 真たてを大学 と して準備 してもらった。

本学 で も、 公式 の依 頼状や 礼状 を準備 してお く必

要 があ るのではな いか と痛 感 した。 この海 外教 育

視察 旅行 の機 会 を5一えて くだ さった久保 良彦学長

は じめ関係 各位 に厚 くお礼 申し上げ ます。
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授業評価の公表にあたって

副学長 片 桐

医 学 教 育改 革 が 急 速 に す す め られ て い ます 。 そ れ は 、 社 会が 求 め る優 れ た 医 療 凡 そ してill界 の ど こ にあ って も

活 躍 川 来 る医 療 入を 育 成 しよ う とす る もの で す 。 加 え て、 医学 、 医 療技 術 の 進 歩 に呼 応 して,生 涯 にわ た り新 し い

知識 、 技 術 を吸 収 し得 る よ うな 学 習熊 度 を 身 に つ け させ る こ とを[指 して い ます.

IIIit.;311に 翁ての 医 学 牛 が履 修 す べ き必 須 の学 習 内frが 「医 学 ・幽学 教 育o珀 り`1に 関 す る 調査 研 究 協 力 者会議 」

で ま とめ られ 、 本 年3月 に は 看 護 教 育 に関 す る 基 本 方 釧 が 「看 護 教 育 の 在 り 方に 関 す る検 討 会1で ま とめ られ 、 こ

れ らの 内容 に そ った 教 育が14年 度 入 学 者か ら始 ま り ます。

本学 で も、 「新 カ リキ.Lラ ム1、 「新 々 カ リキ.Lラ ム1と カ リキ コ ラム 改 革 を行 って 授 業内 容 改 善 に努 力して お

ります が 、 学 生 の 側 も独 自 に授 業 ア ン ケ ー トを行 うな ど、 授vv:改 善 へ の 切実 な 願 い を抱 いて い る と思 わ オぽ す.授

業 を担 当す る側 の 教 員 と授 業 を履 修 す る側 の学 生 が 、 そ の 教 育 内 容 、 授 業 内 容 の 充実 につ いて 双 方向 的 に意 志 疎 通

を図 る こ との 必 要性 を 小 して い る と 、イえ るで し ょ う。

昨 年度 後 期 か ら、 大別 して次 の2つ の方 法 で 「学 生 によ る 授 業 評 価 」 を 行 う こ とに しま した.

授 業評 価:従 来 の授 業 評 価 と教 官 評 価 を総/an的 に 合わ せ た もの で 、 著くに授 業担 当教 官 を評 価 す る1、評佃i結果 は 各授

業担 当教 官 に フf一 ドバ ッ ク し、 各 教官 が授 業 の 中 で 白己 評価 をも う。 (

科 目評 価:統 合科fl、 実 習 、演 習 に 対 して行 う も ので 、 室 に授YV:構 成 を評 価 す る。

コ ー デ でネー タ・一(授 業 責任 κ)に フr一 ドバ ッ ケ し、 担 当教 官 間0)意 見 を取 りま と め て 、 コ ー デfネ

ー ターが 自 己 評価 を行 う。 この 自 己評 価 と学 生評 価 をあ わ せ て 「か ぐ らお か」 に 公 表す る。

この た ひll1年 度 後 期 に 行 っ た[科 目 評 価1の 結 果 を こ の 「か ぐ らお か1に 公 表す る こ と とな りま した 。

これ か ら も実 施 され ます1学 生 に よ る授 業 評価 」 が授 業改 善 に 有効 に活 川 され ます こ とを 願 っ て い ます 。

科 目全体の講義企画に対する学生評価

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

問

問

闘

問

問

問

問

問

問

問

問ll

問12

問13

あな た ド1身の 出 席 状 況 に つ い て 、 お 答 え くだ さい。

あな た は 、 授 業の 前 後 に 、tを 理 解 す る た め の 努 力 げ 冑 ・復 翌等)を し ま した か。

あな た は 、 授 業 中 に、 授 業の 内 容 を 理 解 す る よ うに 努 め ま したか 。

科 目 令体 の 履 修 の 目的 は,あ らか じめ 明 確 に され ま した か。

履 修t題 問 で 、 内 容 の 重複 は 避 け られ て い ま した か1、

各履 修i{題 に割 り 当て られ た 授 業1貯間 数 は 適 切 で した か.

担 当 教官 は 、 履 修t題 に沿 って 授 業 を11い ま した か 。

各履 修 主 題 の 難 易度 は 、 ほ ぼ 同 じ黍呈度 でLた か,,

科[全 体 の内 容 は 、 理 解 しや す い もの で した か 。

科 目 黛体 の内 容 は 、 今後 の 学ii意 欲 を増 す もの で した か 。

科]i体 の履 修 の[的 は、 最 終 的 に達 成 され ま した か.

試 験 、 提 出物(レ ホー ト等)の 最 と内 容 は 適 切で した か 。

こ の科 目 全体 の講 義 企 画 に 対 して の あな た の 総ur?,価 を示 して くだ さい 。

(
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科ll名:総 合 生 命 科';"TII(医 学 科 笛1学 年 後 期)

履 修 者 数:95配1・j『 数95[[1収 数:95 回llく率1009。

*匹1・1えfllll糸占 腎こ(斗 五上勾)

問1問2

3.82.4

「菖il41川15

問31問 一↓

・、「唖 」

問17.「 菖ll8問161

「-1

に冒5ra61菖 」71昔18

3.93.34.13.33.1

問9問1〔, 問11問12

T3
.313.63.5

問1:,1

3.6

*評 価 に対 する コメン ト
総 台生命伴}畑 コ ーテrネ ーv一 中 村 正 雄

総r↑生 命科 学lllは 化 学 か ら生 命 科 学 の 物 質 的 某礎 、 生 化 学 の 序 論 まで 内 容 が 多岐 に及 ん で い ます.こ の

こ とが 問fi,8,9で 高 い評 価 を1号られ て い な い原 因 にな って いる と思 い ます.ま た 、"準 備 教 育モ デ ル ・

コ ア ・カ リキL-/ム 陽で 履 修 内容 に 導 入が 求 め られ て い る 化 学 平 衡 、 化 学+-1:U_/alnl」dull、熱 わ学 と い り た 項11に

充 分な 時 間 が 割 け な い の が 実 状 で す、、平 成1・1年 度 カ リキ ュラム で は 、 総Laｵ.1-11'.命科 学mは 新 た にfll命 科 学

IVと して 模 様 替 え し、 時 川 数 が:30か ら45コ マ に増 加 します.従 一って テ ー マ に 沿 一,たよ り 」『寧 な 講 義 が

rl∫能 に な り,問6 ,9で 指 摘 され た 主顕 に割 り当 て らオ[た時 間 数 の 不適 切 さや理 解 の しに く さは 克服 で き

る と思 い ま す.ま た 、 生 化学 に 関 係 さオ1る教 官 の 方 々と溝 義 内容 の 噴 複 を避 け る 努 ノ1をitね て お り、 目標

とす る 無駄 のな い理 解 し 易 い講 義 に 近 づ け る と思 い ま す.

(

科 目名:総 合生命科学IV(医 学科第1学 年後期)

履修 κ数:95配 付数95回 収数:93

*評fllll結 果(斗 へ1'勾)

川1!問2t問;i

4.11'?.73.8

問14

1口川更ン冬 ●97.9in

卜

.

「D闘1

り
]

4

一

3.9

問15

ぼ
問6問7問8問1)問10問ll問12口lll13

2・94・23・63・63・73・713・13 ・8

【'⊥・
}

*評 価 に対す るコメン ト
総r㌃ 生命 科学IVコ ー ・)・fネ ーダ ー 渡 部 り岡

本科 目で は 、 入体 を 構 成 す る 諸器 官 の組 織 構築 を理 解す る こ とを[的 と して、 人体 組織 学 お よ び り1}」理 学

序 論 のiiを 行 っ て い る。 今回 の 評 価 で は、 講 義 時 川 数 に関 す る 問6で2.9と い う平 均 以 ドの 点 数が 付 い

た 他 は 、 お お むね3.5点 以 上 の 評 点 を いた だ い た。 問6に 関 して は 、 受 講 学 生か らの コ メ ン トでi学 ぶ べ

き内 容 の 最に 対 して講 義 時 間 が 少な く 大変 で あ った 。 」 と い う意 見が 多 く寄 せ られ た が 、 現 行 の カ リキ ュ

ラム の理 念 か らyえ て、 残 念 な が ら 足 りな い 分は 白学 白習 で 補 って いた だ く しか 方法 はな い。 もち ろん 、

自学 自習 の過 程 で 質問 ・疑 問 が 生 じた1;1nに は 、 気 軽 に担 当教 官 まで 尋 ね に 来て 欲 しい。 そ の 意 味 で は 、

む しろ こ の 科 日が 終 了 した 時 点 か ら、 組 織 学 ・病 理 学 に関 す る 皆 さん の 本 」)勉強 が 始 ま る と い 一って も過

lfで はな く、 学 ぶ 意 欲 に満 ちあ ふ れ た 学 生に 対 して は 、 この 科 日の 展 開 時 期 以 外 で も積 極 的 に 之援 して い

きた い と 考え て いる,、
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科ll名:総 合 生 命 科 学V(医 学 科 第1学 年 後 期)

1復哲峯者 委父:95酉 己付'邊汝;96[百11{叉 数:96

*評 価 結 果(平 均)

」劉一1露臨 患 ザ凱 蛍

問1-1問lh両161問1γ 問18

「

*評 価 に対す る コメン ト

回収率100%

,問7問81問9
畳1

13.6 2.92.7
一

3

2

u
り

3

T一
2匠

4
.

3
σ

愈

翻劉ド

一」一

総'h.ui1科 学Vコ ・一デfネ ー ター・ 谷 本 光 穂

医 療機 器 に よ る 生 体 計測 の原 理 に っ い て物 理 学 、 数学 な ど の4科 学 の知 識 を用 い て}m解 し、 更 に画 像

の 測定 原理 や 医 療統 計 の 堪礎 を学 ぶ と い っ た か な り無理 を した統G科 目で あ っ た し、 この よ う に非 常 に学

習 範 囲 が広 く、 特 に 前 半の 内容 に つ い て は 、物 理学 の 基 礎 が 出 来 て い な い学 生 に は か な りハ ー ドル の 高 い

もの に な るで あ ろ う こ とは'li初 よ り 弄想 され て いた.評 価 結 果の'ド均 が:3.O以 ドの 問 は 問2、 問8,問9

に 現 れ て い る が 、 ま さにr想 通 りの 結 果 で あ った。 学 生 諸 召の この 評 価 を 真摯 に 受 け1トめ、 新 しい カ リキ

ュ ラム で は ト分 考慮 し、1;・ を 施 した。 つ ま り、 この 授 業科[は3つ に 分 け 、 生 命 科'fII(物 理 学 、 数学

i19!f)、 同Ill(統 計 学 、 情 報 処 理 分 野)、 同Xl(骨 学 、 画 像 診 断 学 堪礎 分 野)を そ れ ぞ れ 開 講 し、 講 蔑

科Uの 目的 を 明碓1に した,,

科 目名:総 合臨床医学1(医 学 科第3学 年後 期)

履修 者数:99配 付数94回 収数:92

*評 価 結 果(・1え ⊥勾)
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*評 価 に対す るコメン ト
糸給 臨床医学 一 一テrネ ・汐 一 藤 枝 憲 二

総r↑臨 床 医 学1は 生 殖、 発 達 、 感 染 を テ ー・マ に 排 卵 障 害 、 周 産 期 異 常、 出 生 前診 断 、 小 児の 細 菌 ・ウrル ス感 染 症 、

尿 路感 染 症 、 感 染痘 治 療 、 白 血 病 ・悪性11二 八 腫 な どを 主 な 履 修 内 容 と して 産婦 ノ＼科、 小 児科,泌 尿2}}科 、 薬 理 学 、 第

.内 科 の 各溝 座 が 担 当 した、,こ の コ ー スにx・1する 学 生 自身 の 自分 に 対 す るIIT面 で は 出 席状 況 もよ く、 授 薬 を積 極 的 に理

解 しよ う とす る な ど学 習意 欲 は うか が え た(た だ か な りt.rtI自 身 に は 甘い 評 価 α)よ うに思 え る が).し か し 科H構 成 、

内 容 に 関 して は 満 足 の い く もの で は な か っ た よ うで あ る 、 特 に 各 履 修iこ題 に 割 り当 て られ た時 間 数 、 内容 へ の イ・満 が 多

い 、 も と も と この コ ー/は 他 の コー スに 比 へ て 関 連 性 に ゃ や 欠け る う 一 マ の!Jで あ っ た こと に よ る と思 わ れ るが,教

官 側 も これ まで と 異な 一った 講 義 構 成 で あ ・・た た め コ ー%全 休 を考 え て の 講 義 は 難 しかJた の か もLれ な い.た た ノァまで

な か 一った こ う した 学 生 か らの 授uT価 は よ い試 み で あ り、 教 官 に と って も授 業 改 酋 の 助 にtcる と思 わ れ る し、/ア後 本
'11の意 味 で 統r↑科 日の 内 容 に な る よ うに す る必 要が あ ろ う。 評 価 した 学'1』へ の 要 望 と して 新 力Il4.ユ ラム の理 念 は、 学

牛が 自1三的 に 学 習 し、 講 養の 下 足 分は 学 牛 白 らカゴ補 う こ と にあ るの て 、 この こ と を認un[Lこ れ か ら7,;`5;わ して も らい た

い、,

一

L

Ifi



科目名:総 合臨床医学II(医 学科第:3学 年{妾期)

履修 者数:99配 付数89回 収数:85 lrl1耶ζ≧率ζ95.5ソ 召

*評 価 結 果(平 均)
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*評 価 に対する コメ ン ト
総 舗 妹 医 学itコ ・一テ・伴 一 タ・一 笹 嶋 唯 博

今回 の 総r↑臨床 医学 で は学 生 の/¥Ilh分 が講 義 へ の新 鮮 な 集 中心 と 向学 心 を実 感 した が 、 ・方教 官 側 は 、

これ まで の 形 式 の 改 変 が求 め られ た こと か ら準 備 不 足 とな り、 科 に よ っ て は学 牛 か ら厳 しい 評 価 が 相 次 い

だ 。 講 義 の理 解 しや す さを たか め る た め 系統 だ 一った 内容 要 約 と*ikii性 は総 合講 義 の必 須 条件 とな る.し か

し臨 床 講 座 各科 の特'1生か ら講 護 の準 備 に 費や し得 る時 間 が 制 限 され 、 担`i科 問 の 内容 の 整 合を は か る こ と

は 無 論 、 科 内 で の 調 整 も ト分 行 えな か った のが 現 状 で あ った.さ りと て 今後 、 短 時 間 の講 義 に 求 め られ る

ボ でン トの 要 約 と 明確 さを 高め る努 々が 必 要 で あ る,,講 義 を担 当す る教 官 数 が 多 くな る と相 々:の調 整 が ・

層 難 し くな る の で どの様 に調 整 しう るか 検 討 を 要す る。 い くつ か の 問題 点 が 明 らか にな り、 改 簿点 は1き

な い が 少 な くと も 今後 発展 させ る べ き講 義 形態 と の実 感 が 得 られ た とY-,え る.

科 目名:総 合臨床医学ill(医 学科第3学 年後期)

履修 者数:99配 付数98回 収数:92 回ｺlu率93.9%

*評 価 結 果(平 均)
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*評 価 に対す るコメン ト
総r激 床 医 学mコ ・一デff一 タ・一 葛 西 眞

総 合臨 床 医 学mは 消 化 器 病 をil体 と して 、 ・部 貧【血1が加 わ った コ・一スだ が 、 これ に 対す る総 合評 価 点 は

5段 階 の 『;3』 と い う こ とで 、 普 通 で あ 一2た。 細 か く 見る と、J'生 白身 に対 す る 自己 評 価 は 平均 『4』 に

近 く、 科U構 成 と内 容 、 お よ び 試験 内 容 に 対 す る 評 価 は す べ て 平 均 『3』 で あ った,、ちな み に試 験 の 結 果

は 平均 点 が78点(2内;70,:3内;61,2外;95)で あ っ た。 他 の コ・一スの 結 果 と比 較 して み な

けれ ば わ か らな いが 、 本 コー スの 出 来はIIJも な く不 口∫もな く とい っ た と ころ だ った よ うだ 。 まだ 学 生 個 々

の意 見 を 自 由記 載 欄 で 見る と、14名 が 記 載 して お り、1血液 学 が この ユ ー ス に 含 まれ る こ とへ の 疑 問 の ほ

かは 、 消 化 器 に関 して 内 科 、 外 科 系 の つ な が りが 理 解 しや す か っ た とす る 意 見が 多か った 、、 方法 的 には 授

業で配 られ た プ リ ン トが好 評 で あ っ た.ほ か に は 休 講 や 試 験 の 扱 い に 関 す る 疑 問 が 若 干あ った が 、 特 筆 す

べ きは 、 この ア ン ケー ト調 杳 白体 が 差 し障 りの な い 内 容 で イ ンパ ク トに 欠け る と した 指 摘 で あ る。 これ ら

の意 見 を尊 重 し、 講 座 の 枠 を 取 り外 した はず の 新 カ リキ ュ ラム が あ い か わ らず 各科 の 寄 せ 集 め にす ぎな い

もの に な らぬ よ うに 、 ノァ後 も コー ス内 で のす リ 合わせ が 課 題 と思 わ れ た、,
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科 目名:入 間科学H(看 護学科第1学 年後期)

履修 者数:61配 付数:61回 収数:61
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*評 価 に対する コメ ン ト
ノ、間 科学Hコ ー テff一 ダ・一 松 岡 悦 子

これ ま で は 「や って 終 わ り1で な ん とか15回 逃 げ 切 って いた 授 業 に 対 して 、 何i'も の 厳 し い 声が 返 っ

て くる と い うの は 、lll直 シ 」 ッ クで あ る 。 で も この 厳 し さが 、 これ か らの 競 争社 会の 不 可 欠の 要素 な σ)だ

と、tsd'tを 直 視 さ せ られ て い る.

これ よ で ほ とん ど聞 か れ る こ とな か った 学 生の 声 に]が 向 け られ るよ うに な った の は 、 当然 の な りゆ き

だ ろ う,,授 業の 受 けFで あ る 学 生 た ちの 求 め る もの を提 供 す るの が これ か らの た学 だ とす る な ら4.#,教 員

は学 生 の ニ ー ズに も っ と敏 感 に な って い くだ ろ う.と く に、 学 生 との 年 齢 差 が 毎 年1ぎ づ つ離 オ1てい く こ

とを 考え る と、 彼 らの 頭 の 中 に あ る こ と を こ ち らが 勝rに 推 しは か る こ とは で きな い,,":い の 頭 のIIIに あ

る こ とを フr一 トバ ッ ク し 含 う必y.が あ るだ ろ う。 教 員の 私 と して は 、 これ らの 評 価 を も とに よ り良 い授

業の た め の 教 材収 集、 教 育 方法 の研 修 機 会な ど に も')と 時 間 とお 金 をか け た い と思 り て い る。

(

科目名:健 康教育論(看 護学科第1学 年後期)

1復修 者数:61配 付 数:61回 収数:61

*評fl舗i糸占果 い1え均)
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*評 価 に対す るコメン ト
伽欝嫡 論コーデ 伴 一ター 望 月 吉 勝

1

この 科 目で は 、 健 康 教 育 に関 す る 様 々な 概 念 ・モ デ ル ・方法 につ いて 、 広 く浅 く知 り、 看護 学 の 各領域

で活 川 す る た め の 準 備 とす る こ と を[標 に して い ます 。 問9と 問10の 評 価 が3未 満 と低 く、 また 授 業が

分か らな い 、 おぼ え る べ き こ とが 多 くて 大 変 との 自 山記 載 が あ り ま した 。 演 習 用 シ ー トを 考 案 す る な ど理

解 を助 け るisを して き ま した が 、 学 習 す べ き範 囲 ・程 度 をよ りll月確 に した い と思 い ます 、 問5の 評 価 が

3未 満 と低 く,ま た 内 容 の 車 複 との 白由 記載 が あ り ま した が 、 ・般 論 と 看護 での 事例 とを 分担 したわ けで 、

単な る 重 複 で は あ りま せ ん、,他の 項 目に つ いて は3以 上 の 評 価 を得 て お り、 また 教 育r法 につ いて の 体 験

的 学 習 と グ1レーブ で 教 材 づ く りに 取 り組 ん だ こ とが よ か ・った との 自 山記 載 が あ り ま した。A後 も 白 ら学 ぶ

こと を 斐援 す る よ う努 〃 した い と思 い ます.な お 、 他 の 授 業 で の 課 題 提 出 と 重な 一・て'ヒ・か っ た との 記 載 が

あ りま した の で、 課 題 提 出時 期 につ いて は配 慮 した い と思 い ます 、,
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科 目名:疾 病 論(看 護学科第2学 年後期)

∫榎修 者数:56配 付数156回 」区数56

*評 価 結 果(平 均)

問 「.下 問.,!間3

・.・魎1・3

問14問15-.「 而 「

I
L..1

回収率 ●100%

3.3†3.。12.3-
「凸j!7「 湖18E-1-'

1

問 一1「 廊 問6問71問8rlli9

3.6臨 一「2.9

問1(.)問1⊥ 問 ユ2問13

,,
.
(.2

) ・.U■「 ・.4.⊥3・ 」

*評 価 に対する コメン ト
疾 病 論 コ ー テfネ ー タ ー 木 村 昭 治

尺変 きび しい評 価 では あ り ます が 、 佃 々の コ メン トに は 参Yに な る意 見が 多 く 今後 の授 業 に そオBうを 生

かLて い きた い と 考 えて い ます1、少な く と も、 具体 的 な 到 達[標 を明 らか に して お くへ きだ 一った と 反 省 し

て ます 。

疾 病 論 は 守 備 範 【珪1が広 く、 講 師v)数 も 多数 に 及び ます。 講 師 川 で 熱 意 や 内 容 に 差 が あ るの は 沿め ませ ん

が 、 翁領 域 を カバ ・一す る 適,�1な教 科 井 もな い こ とか ら教 え る 側 に も多 小 の と ま どい が あ った か も知 オぽ せ

ん 。 国 試 を 参 考に 到達 レベ ル を設 定 し 各領 域 の 先生fjに 理 解 して い た だ く方 針 です 。

演習企画 に対する学生評価
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演;';lf1の配 付 資料 を読 む等 も 含め 、 演 習 前 のf習 はi分 で した か.

演iレに 積 極的 に 参加 した と思 い ます か.

演 省 へ の取 りgin.みは 学 習ll標 へ の 到 連 を 目指 す 態 度 と して適 切 な もo)で した か。

履修 要項 に記 載 され て いる 履 修 の 「1的は達 成 され ま した か.

「1∫前 に演 習N標 と概 要0)説 明 が な され て い ま した か
。

演 習 は ス ケ ジ.L_ル に 沿 っ て 予 定 ど お り行 われ て い ま したか 。

学 生数 に 対 し、 指 導 教 官 数 は 適 切 で したか.

演 習 を展 開 す る トで 適 切 な 能 わを 備 え た ノ＼材が 配 置 さオ1てい ま した か 、、

指 導 教 官 間o)連1笏 は 機能 して い ま した か 。

演 習 内 容 は これ ま で の講 護 内容 と関 連 づ けて 理 解 しゃ す い もの で した か 。

事前 に 配 布 され た 資 料 は 、実 技 を行 うLで 役 立 つ 内 容 で した か、,

演 習 に よ っ て課 題 の 要点 を理 解 し、 基礎 的 な 技 術 を習 得 で き ま した か。

演 習 内 容 の 難 易度 は適 切 で した か 。

演 習 に よ っ て臨 地 看護 学 実 習 に川 る意 欲 が わ き ま した か.

演 習 用 の設 備、 機 材 、 用 具 等 は 必 要 十 分な性 能 と 量で した か.

演 習 中 の安 全 に 対す る適 切 な 指 導 と配 慮 が な され て い ま した か、,

学 生 の ノ＼権 に 対す る 配 慮 が な され て い ま した か。

こ の演 習 は 価 値 の あ る 内 容 と思 われ ま した か.
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科 口名:生 活援助論1(看 護学科第1学 年後期)

履修 昔数:61配 付数:61回 収数:61 回収率100%

*11瑠乏イilli糸1:fi果(平NJ)

1問1

3.5

問1・1

:i.:i

L劉 禦 遷 滑 興 淳 鷲lr」to:x.431劉劉7
問 】5問16

3」13.8
i_

""]γ 出」⊥81

3.1 4.1

*評 価 に対する コメ ン ト
・1話援 助 論1コ ・一デ ゼ ドー ター 阿 部 典 子

生 活援 助 論1は 、 行 護学 科第1学 年 が 演 留 に よ り11に 日常 生 活 に 関す る某 本的 な 看護 技 術 を学 習 す る不こ毛

llで あ る,,

争回 の 授 業評価 の結 果か ら、 学 生 は意 欲 的 に演 習 に 取 り組 み 、演 習 内 容 を 価値 あ る もの と して と らえ て

い る ことが 明 らか にな 一った 。

'1`1,k,1;i年 度 は 、 ・部演 習 に川 い る機 材 ・用 具の整 備 が 充 分 では な か った.次 年度 は 事前 に 充分 な点 検 ・

整備 を 行 う必 要があ る。 それ と と もに,演H内 容や 方法 に`↑わせ て機 材 ・用1]を さ らに充実 させて いきた い,,

看護 技 術の 演 習 はllil時に 複 数 の教 官 が 担 当 して お り、 今 後 も 教官 相 勾:のさ らな る連 携 を図 ・りて い く必 要

が あ る、 また 、 学 生が 自 分 の意 見を 表 出 しゃ す く、 よ りi:体 的 な学 習活 動 が で きる環 境 を つ く 一,'"Cいきた

い、,学生1固々が 行護 技 術 の 実 践 力を 養 い、 臨 地 看 護学 実習 にzrす る'r'`t'の意 欲が た か ま る授 業 に してい き

た い と思 う、、

科 目 名:成 人 看 護 学1(看 護 学 科 第2学 年 後 期)

∫復看箋≠7数:56酉 己イ寸数:561[1五1～ く姿父:56 回収率100%

*、}Lドf[廿i糸駄li果

問1

2.6

問14

2.3

(・r均)

1皇1膿

一L

問15

Z.J

隣1-↓1"15 問6問7問8問9問10

2.52.52.02.52.42.1
-一 一一 ⊥一 一

1"1161unl7

?.5?.3

2.4

問11

2.3L-一
悶18

2.31

「 問l!.

22

問1;i

2.7

*評 価 に対する コメン ト
成 好}護 学1コ ー テr一 孫一ター 前 田 笙ド

相当厳 しい結 果が川 る ことはr・則して い ま した。 この 数舶 は 評価 結 果と して 真摯 に受 け 止め る必 要が あ る と

思 います1、ここで 何か 書 くと1ゴ い訳」 と捉 え られ て し まう こ とが 懸念 され ます が、 あ えて コ ス〉 トさせて い

ただ き ます.

成 八看,{塞学 の守 備缶西囲 は非 常 に広 く(標 準的 な 教科 井で 「数 冊 分)、 単位 数、 時 間数 と も相 当数 必 要 とな り

よす、、と ころが 、 カ リキ ⊥ラム編 成Lス リム 化が求 め られ 、 演 習 コマ によ る授 業展開 を強 い らオ1る結 果 とな 一,

てい よす1、

i3年 度は講義 で展開 しま したが、 評価は演 習 で受 けて い ます。 今回の調 査は授 業の 企画 に 対す る評f曲であ4),

成 尺石護学1≧体 の授 業桑箭成 を埋 解 して 頂 いたrで の回 答 かや や疑 問 を感 じて い ます 、、広 範囲 にわ た る展 開内 容

で すの で系統 、`たてて理 解 しに くか った と思 一,てい ます。

11年 度 は、経 緯 は と もか く、 イ・台理 を是1「す る ため、 い く らか の問題 が 発生ゴ る事 をi写測Lつ つ も、airs-rk、

演r'iはカ リキ ⊥ラム 通 りの展 開を 考え て います,、

3U一



科 目名:生 活援助論U(看 護学科第2学fi後 期)

履修者数:66配 付数:66回 収数:66

十

i

ー

…

14

8

刑
円

り
]

L
-
1

旨

「
」

*評 価 結 果

「一一問1問2

3."13.7

(・『均)

問15

3.4

悶囲 問∫「 一 一・1・・

3.6

問7

3.213.313.72.8

回収率100%

　　　　　　コ　　　　　　　

問8問9旨 問10

3.02.62.9

隅jl6措jl7

3.513.4

問11

2.6

問1:?

3.0

問13

3.2

問18

:i.0

*評 価 に対する コメ ン ト
・i話援助論Hコ ーテ 仔 一・夕一 北 村 久 美 子

本 科 目の 目的 は、 地 域 にお け る 各 ラ でフサ イ クル ・さ ま ざ まな 健 康 状 態 に あ る 入 々を 対象 に したII常 生

活 援助 技 術 を学 ぶ こ とに あ り ます、,

5名 の科 目担 当教 官 は 、 そ れ ぞ#1の 専 門 領域 を担 当 し総r↑的 な 授 業 を展 開 して お ります 。

この 度 の学 生か ら の評 価 は 、 今後 、 授 業 を展 開 す る うえ で メ(変参 考 にな のま した1、学 生の ノ⊥活 援 助 能 η

お よ び実 習 への モ チ ペ ー シrン が 高 め られ るよ う授 業 のllた をす る必 要性 を痛 感 して お ります1,評 価 の結

果 は、 今後 の授 業[標 や 指 導 内 容 、 指 導 方法 α)改善に 役 立 た せ て ゆ きた い と思 って い ます.さ ら に、 授¥!Y,

を 有効 に成 、kさせ るた め 、 き め の細 か い指 導 案 を作 成(pla11)し 実 施(dQ)、 検 証(tit'e)す る な どの 努

力を して ゆ さた い と思 い ま す、,

実習企画に対する学生評価

1

2

3

4

5

6

7

8

9

m

n

12

B

14

15

16

17

隅

隅

隅

隅

慣

隅

隣

階

隅

隅

隅

隅

措

慣

慣

階

慣

実 習 用 の 配 付 資 料 を読 む 等 も含 め 、実 習 前 のf習 は ト分で した か 。

実 習 に積 極 的 に 参 加 した と思 い ます か1,

実 習 へ の 取 り細 み は学 習 目 標 へ到 遠 す るた め の態 度 と して 適 切な もの で した か,,

履 修 要 項 に 記 載 され て い る履 修 の[的 は 達 成 さオ1ました か 。

「1揃に実 習 目標 の 説 明 がな され て い ま した か
。

実 習 は スケ ジ コー ル に沿 っ て予 定 どお り行 わ れ て い ま した か 。

学 牛 数 に 対 し、指 導 教 官 数 は 適 切 で した か 。

実 習 を 展 開す るLで 適 切 な 能 力を備 え た 人材 が 配 置 され て い ま した か。

指導 教官 問 の連 携("4ii中 σ)支援 等)は 機 能 して い ま した か1,

実 習 金体 の内 容 は 関 連 す る講 義 科 目の 内 容 と対 応 が とれ て い ま した か.

実 習 内容 の難 易度 は 適 切 で した か 。

準備 され た 説 明 書 ・実 習 呂は 実 習 内 容 を把 握 す る の に 役 立 ち ま したか 。

今後 の学 習 へ の 興 味 を 増 す 内 容 で した か。

実 習 川 の 設 備 、 機 材 、 用H_は 必 要1分 な性 能 と量 で したか 、,

実 習LIIの 安 全に 対す る 適 切 な指 導 と配 慮が な され て い ま した か 。

学 生 の 人権 に 対 す る 配 慮 が な され て い ま したか 。

各項[は 実 習 と してf∫う価値 の あ る 内容 と思 わ れ ま した か 。

__
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科 目名:総 合宝命科学実習H(医 学科第1学 年後期)

履修 者数:95配 付数:95回 収 数:95回 収率100%

*評 価 結 果(平 均)

問 ・一匝 ・i両 ・

2雷3.6⊥3.別

1問 ・・ 問1引 間1(i

3.4a.a3.fii

四4、 問L.
3・2」

_-2・6

問17問18

　 　 ぼ 　 　

_..I__i

問6問7問8問9問IU口 凸IH圃121旨 問 】3

-一 一.一 「π1-一 モー一 脚
2.22.73.32.7;2.71

--i--32.3.4⊥-3.5

3.6

*評 価 に対す るコメン ト
総G/1命 科学実 習ll㍗ デrネ ーター 松 野 丈 夫

骨 学 の 知 識 の 喰嬰性 を 認識 して も らう た め に臨 床 医 の我 々が こ の実 習 を担 」1得る こ とに な り;iflが 過 ぎ た、,/ア年 か ら

解 剖の 渡 部 教 弁芝の 御 協 りを い た だ い て最 初 にiヒ般 的 な お話 をLて いた た いた 、、

学 牛II馳1'価が特 に イ・良 で あ ・った点 に つ い て 記 載す る と

1,実 習 前 のr習 が イくf-5rで あ った 。2,実 習 目標 の 説 明 が1一分 に な され て い な い、、

:i.実 習 は スケ シ1一 ル に そ り て行わ れ て いな い。1.教 官 数 が 不足 して い る、

5,教 官 問 のi山帯 が機 能 して い な い1,6,関 連 す る講 煮…内 容 と 知」応 が とれ て い な い.,

1,3に 関 して は 例 年 の こ と ゐ£が ら溝 滝の順 番が カ リギ ュ ラム と 毘な り変 更 され る こ とが 多 く,」 二の 場L.II前ち・ヂG鯵

、漉内容 をill'Allして お く必 要が あ るだ ろ う,、

5に 関 して は 教官 が そ れぞ れ のparl別 に 分 け一⊂教 えた た め 複 数の 医 師 が 関 わ る こ と にな り実 習 の 進h『や ノ∫法 に統 ・性

を 欠 いた せ い と思 わ ぬ る。

こ の他 前 も・2て講 幾 を して ほ しい と か 教官 が い い 加減 な どか な り厳 しい評 価 をい た だ い た が 改lll点 を模 索'司る こ と で

もう'レし実 益の あ る実 習 にな る と思 う,

i

科 日名:総 合生命科学実習III(医 学 科第1学 年後期)

履修 貯数:95配 付数:95回 収数;84回 収 率88.!1%

*評 価 結 果(・ 喜均)

問1

2.8

問2

4」

1制1・1慣 】15

8
一

ζ 期 、、6

「豊1腰淵;噺 瓢 ・1坦蹴1i{慧 螺環 ∵ 賞
--

1菖ll61凸1171菖ll8

8.3

*評 価 に対す るコメン ト
総r↑・hで副 学 解lllllコ ーrf一 タ ー 渡 部 jl岡

本実 習 で は 、ll'常 の 人体 組 織 の 構 築 をf嗣解 す る こ と を 目的 と して、ll{常 組織 標 本 の顕 微 鏡 観 察 およ び 代

表的 な 病 理 像 の 示 説 ・解 説 を 行 っ て い る.ノ ァ回 の評 価 で は、 おお むね3.5点 以 上 の評 点 を いた だ き、 そ

の 有効 性 に関 して あ る程 度 の 評 価 は 得 られ た と 考え て い る。 た だ 、受 講学 生 か らは 、 「実 習 時 悶 に 対 して

観 察す べ き標 本 の 数 が 多 く ス ケ ッチ す るの が 大変 で あ ・った。1と い う意 見が 多 く寄 せ らね た 。 組 織 学 実 習

に 際 して は 、A後 の 学 習 に必 要 と思 わ れ る組 織 標 本 を厳 選 した つ も りだ っ たが 、 本 年度 の学 生 に は負 担 が

重 か 一)たよ うで あ1〕反 省 して い る.そ こ で、 来 年度 か ら は現 実 の 実 習 時 間 に 合わ せ て必 要 最 低 限 の げ果顕 を

設 定 し直 し、 提 出 を 求 め る ス ケ ッチ の 枚 数 を 各 回1～2枚 程 度 に軽 減 す るj'iで あ る、 た だ し、 系 統 的 に

ll'常組 織 標 本 を観 察 す る機 会は こ の実 習 だ け で あ る た め、 今後 も 向学 心 の あ る学 生 に 対 して は 水曜 日の 午

後 な どの空 き時 間 に実 習 室 を 開 放 し、 自学 自習 の機 会 を提 供 して い きた い。

')')



「 科[名:総 合生命科学実習IV(医 学科第1学 年後 期)

履修者数:95配 付数:95回 収数:95回 収 率100%

*1{平 イ而 糸匹lf果(、iえ}勾)
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1 問7問8問9
奪1

:3.33.713.4
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問lo 問11 問12 問13問:i

3・7上
一

問4問5問fi 幽
3.FiI:i.:i;3.7 3.2 3.3 3.8 3.fi

レ1

.-

問15

3.8

問16i問17

3.63.6
1

問18
1

*評 価 に対す るコメン ト
総 合生命科学実習Wニ レーテfネ ー ター 谷 本 光 穂

本 科llは 、 脳 解 剖、 物 埋学 、 統 計 情報 処 理 の3分 野 の 実 習か らな 一って い る.こ の 奇妙 な;i分 野 の統r㌃で あ

るか ら、我 々教 官 側 もそ うで あ るが 、学 生諸 君は 相'11戸惑 ・った と思 わ れ る。 しか し、 評価 結 果は 、 問1を 除

けば3.2～3.8で 概ね 良 い評価 が 得 らオ1た。

さて 、 自 山記 載 の欄 にあ るLな もの を 列 挙す る。.L物 理 の実 習 は 而 白 い もの もあ っ て よか った1.脳 は意 味

も分 か らず 位iを 覚 え るだ け でつ ま らなか った.「2脳 解 に つ い ては 、 もっ と詳 し く知 る ため に講 漉 の時 間 を

作 って 欲 しか った、,(:;)物理実 習は 良か った けれ ど、骨学 実習 は適 当で 教官 の熱意 は ほ とん ど感 じられな か った 。

骨 学は も一,と4Xiiiすべ きだ,④ 物理 ・情 報処 理は よか 一=)たもの の、脳解 剖 は、脳 の構 造 もろ くに知 らな いの に、

い きな り、C'1',MRIを 見せ られ た。 これ には ほ とん ど意 味が な い ので はな いか?

これ らの学 生 の感 想は 、 新 しい カ リキ コ.ラム で は、 生 命科学 実 習ll(物 理21!分野)、 同III(形 態 学 、骨r`{

画像 診 断 基礎 分 野)に 分 け られ 、 改 誇 され る こ とと思 わ れ る。 問1に つ い ての 物理 学 実 習 で は、 実 習 テ キ ス

トを ホー ム ペー ジに掲 載 し、r習 で きる よ うに 改 善す べ く現在 作 業中で あ る.

科 目名:解 剖学実習(医 学科第2学 年後期)

履修 ～f数:98配 付数:96回 収数92 回収率95.8%

*評 価結果
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問14

4.2

(平均)
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塁 ⊥"J17u4.5

問IA

6

」

8

T

7
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:3.9

問lo

4.1 阻噛
問13

4.3

*評 価 に対する コメ ン ト
解 剖学 実 翌 コ ー・デfネ ー一ダー一 吉 田 成 孝

2〔)〔〕1年 度 は解 剖学 第1講 座 へ 占山 の 着任 によ り、 新 た な 実 習 プ ロ グ ラム を作 成 した 。 セな 変1廻点 は

中 枢 神 経 の 実 習 時 間 を拡 充 し、 実 習 に 対す る講 義 は 最 小 限 に と どめ 、 各 自の 自 毛性 に基 づ く実 習 と した こ

とで あ る1,こ の 結 果 、時 間 が 足 りな い と感 じた 、 また 、 ポ イン トを絞 り きれ な か った 学 生 も いた 。 そ の 他

の 問 題 点 は 、 実 習 が進 む 中で 様 々 な問 題 点 を修 正 した た め 、 進 行 が 予定 と 異な った 部 分 が あ った こ と、 解

剖 学 第1講 座 は 教官 が2人 で や や 指 導 が 手 薄 にな った 面 が あ った 。 さ ら に、 総 合生 命 科"1'IVお よ び 総 合生

命 科 学 実 習1の 履 修 後'卜年が 経 過 して い るの で 連 携 が ト分で な か った こ と もあ げ られ る。 学 生評 価 は 全体

と して は概 ね 良 か っ た とYえ るが 、 実 習 計 画 の 中 にや や 評 価 が 低 い項 目が あ った こ とは 先 に 挙げ た 点 によ

る もの と考 え る。'?003年 度 の 実 習 は ス タ ッ フ も 増 え 、 また 、 紐 織 学 と の連 携 をよ り取 り人れ 、 ポ でン ト

を 絞 り込 ん だ も の にす る 宿 ヒで あ る.
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科 目名:人 間科学実 習(看 護学科第 且学年後期)

履看峯者数:61酉 己イ寸数:60回ji叉 委父:60

*評 価結果

問!

3.3

問14

3.9

(平均)

劉 」聡橿1
問15

×1.0

問1fi

3.9

問17

4.o

回収率:100%

問5i問6
r

3.63.9_._

1

問7問8

3,613.9 1

問91問10

1
3.7:3.7

一一

問11

3.4

問12

4.0

p,.y1H

*評 価 に対す るコメン ト
入間 科学・実 習 コー デfネ ー タ ー ヰ木

問13

3.7

要喜知

「本実 習 へ の 取 り組 み は 概 ね 熱 心 か つ 積 極 的 で あ る」 と答 え た 学 生 が 多 か っ た。 出 席 率、 レポ ー ト提 出

状 況 、 あ る いは 、 実 習 態 度 な ど を 考慮 した 担 当教 官 側 の 評 価 も、 この 点 に 関 して は 、 ほぼ ・致 して い る1,

実 習 副 画 や 指 導 体 制 に対 して 相 当数 の 学 牛 は 、 学 習 意 欲 を高 め る 指導 が 多 く、 実 習 環境 も適 切 で あ る と感

じて い た。 そ れ ゆ え 、 充 実 した 実 習 で あ った と いえ よ う。 た だ 、1目 標 設 定 や 指導 体 制 の 一lriの充実 を 要

望 す る 」 あ る い は 「実 習 内 容 が 難 解 な もの が あ る1と す る 意 見 も若 干 あ っ た。 今 後 に 向 け た 改 善点 と して

は 、 開 講時 期 に つ い て 見直 しす る 必 要 性 が あ る.他 の 実 習 科[と 開 講 時期 がitな っ てお り、 レボー ト作 成

な どに時 川 的 余 裕 が な い と感 じた 学 牛 が 多か 一った か らで あ る。 また 、 本実 習 は 、 生物 学 系、 化学 系、 及び

物 理 学 系 か ら構 成 され て い るた め 、 学 生評 価 につ い ては 、 各系 ご とに 実施 す る ことが 望 ま しい と思 われ る。

科[名:生 体 観察実 習(看 護学 科第1学 年後期)

履修rイ数:61配 付数;571[1収 数:57

*ll怖 旺糸lli果

問1

:i.1

問 レ1

:3.3

('ド均)

1端L豊濃

1川15「 菖ll6「 珂17

3.73.24.0

4問5

論
1

問6

4.2

問・i問 ・

3.93.9

回収率100%

問9

3.3

一
"可一陶

4
コ

343
。

σ

o

1無干1劉

*評 価 に対す るコメン ト
・[体観 察 実 習 コー デff_y-一 岩 元 屯糸

授 業 と実 習 の 整 合性 が 、 カ リキ ュ ラム の ス ケ ジ ー一 ル ヒは や や う ま くい っ て い な い の で は な い か と危 惧

して い た が 、や は り学 生 か ら指 摘 され て い た。 この 点 は 、 授 業 の スケ ジュ ー ル を 調 整す る こ とで 改 酋 して

ゆ きた い。 各項 〕:3点 以 上 だ った の で 、 まず は 及 第 点 を いた だ い た わ け で あ る が、 レポ ー ト作成 で の 甜 育

が あ り、 他 教 科 の実 習 との 調 整 も 今 後 の 課 題 で あ る と思 わ れ た 、 実 習 の 難 易度 が3,4、 興 味 深 か った か ど

うか に つ いて3.9だ 一った の で 、 実 習 に 携 わ ・った 先生 方の 努 〃が適 正 に評 価 され た こ とに安 堵 を 覚 え た。
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臨地看護学実習企画に対する学生評価

⊥

2

3

4

5

6

7

8

9

m

11

12

B

14

15

協

17

18

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

閻

問

問

問

実 習 川 の 配 付 資 料 を 茜引己む等 も 含め 、 実 凹 前 の 予習 は 十 分 で した か 。

実 習 に 積極 的 に 参加 した と思 い ます か 。

実 習 へ の 取 り組 み は学 習[標 への 到1ーをN指 す 態 度 と して 適 切 な もの で した か、,

履 修 要項 に 記載 され て い る履 修 の[的 は 達 成 され ま した か、

事前 に 実 習N標 と概 要の 説 明 が な され て い ま した か。

実 習 は スケ ジ コ.一ル に沿 って 予定 どお り行 わ オ1てい ま した か。

学 生 数 に 対 し、 指 導 教 官 数 と実 習 指 導 者 数 は 適 切 で した か。

指 導 教官 と実 習 指 導 κの 連 携iはとれ て い ま した か。

これ ま で の学 習 内 容 を活 用 して 実 習 を 展 開 す る こ とが で き ま した か、,

受 け持 ち の患 者の 看護 の 難 易度(コ ミ ュニ ケ ー シrン も 含め て)は 、 適 切 で した か 。

看 護過 程 に つ いて 、 指 導 教 官 や 実 習指 導 者 か ら明確 な助 言が 得 られ ま した か.

看 護技 術 を実 践 す る 機 会 が 多 く与 え られ ま した か。

カ ン フ ァ レン ス にお いて 、 看 護 に 関す る 明確 な 討議 が な され ま した か,,

実 習記 録 ・レボ ー ト等 の 鼠は 適 切 で したか.

実 習 場 の 設 備 、 機 材 、 用 具、 物 品 等 は必 要1'分 な 質 と量 で した か 。

実 習 中 の 安 全に 対す る適 切 な指 導 と配 慮 が な さオ1てい ま した か 。

学 牛の 人権 に対 す る 配 慮 が な され て い ま した か 。

実 習 はfの 曽:門性 に 対 す る 関心 や 意 欲 を高 め ま した か 。

科 目名:科H名 基礎看護学実習(看 護学科第1学 年後期)

履修 者数:61配 付数:56回 収 数:56回 収率

*評ll"i結 果

ii

4.0

隈

(¥1/,均)

問2

4.5

問15

3.7

問16問17問18

3.71:i.414.:3

100

問fi問7問8問9問10

4.53.83ユ3.64.1

問Il

4.1 劉驚

*評 価 に対する コメン ト
基礎 傭 学実習 コ・一デi-一 ター 良 村 貞 子

看護学 科第1学 年の最 初 の実 習 であ る1,実 習は 、病 棟実 習4日 間 及 び関 連 分野 の 見学実 習(病 院 、 薬剤 部、

検 査部 、 放 射線 部,外 来)5日 間で あ る、、学 生 は 白己評 価0)通 り、 概 ね 積 極的 に実 習 に 取 り組 ん で い た。 今

後 の課 顕 と して 、実 習指 導 教官 が 病 棟 の 実習 指 導 者と よ り密 な連 携 を図 り、患 者 の 二 ・一ズに 合わ せ 、 基 本的

右 護技 術 を よ り積極 的 に提 供す る場 面 作 りを行 な う必 要 が あ る。 また 、 実 習 記録 ・レポ ・一 トのB.が 名す ぎる

と い う評 価 は謙 虚 に受 け止 め、 改 善す る必要 が あ る。

しか し、8割 以Lの 学 生 が、11riの 専 門性 に 対す る関 心 や 意欲 を高 め る ことが で きた と答 え た ことは 、 学

生 自身 の努 力と教官 の指 導 が よ く協働 した結 果 とみ る ことが で きる。

な お 、第1学 年は 、 水 曜 日と 石〉曜 日に選 択 科 目 が開 講 され て い るた め 、5日 間 の 連続 した 実 習 が展 開 で き

な い、,専門的 学習 が始 よった ば か りの学 生 に とっ ては 、 日 々変 化 す る患 者の状態 の 把握 は 困 難で あ る、,径後 、

更 な る実 習内 容 の検 討 及び 改善 が 求め られ て い る。
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■■■ ■■■■幽■■■■卿幽 一■脚脚■騨脚開い・一

科H名:看 護過程論実習(看 護学科第2学 年 後期)

履修者数:56配 付数53回 収数:50 回収率94.3%

*評 価 結 果(・ ド均)

黙一贋一嵩 墾1
問1.1

●
)

〔ヨ

「菖1151凸 」16

4.1 4.3

i】!7問18

問7

3,74.0
理P

3.7:3.9

一一一一7-一 一一「7τ7

ド矧1〔1問111i凸ll2
i

4.44.O
I

川13

3.8

4.04.7

*評 価 に対する コメン ト
看護過程論実習 コ・一デrネ ーター 良 村 貞 子

呑護 学 科 第2学 年 の5日 間 の実 習 で あ る。 実 習 場 所 は 、 本学 の 附属 病 院 と旭 川 赤 十 字 病 院 の2施 設 の病

棟 で あ4),学 生 が 半数 ず つ 配 置 され る.実 習 に 対 す る 満 足 度 は 高 く、 多 くの学 生 がiの 曽 門性 に 対す る

関 心 や 意 欲 を高 め る こ とが で きた と答 え た.こ れ は 、 自己 評 価 に み らオ1るよ うに 、 学 生 自 身 が積 極 的 に実

i4>に参 加 した こ と と、 指 導 教 官 や 病 棟 の 実 習 指 導 者か ら明 確 な 助 言 を 得 て の び の び 実 習 で き た成 果 とみ る

こ とが で きる 、,支た 、 第1学 年 のIIIよ り、 看 護 技 術 を 実 践 す る 機 会 が 多 か っ た こ とも 、 満 足 度 を 高め た 要

因 で あ ろ う。

今 後 、 改lll・す べ き こ とは 、 白由 記 載 で 指 摘 され た よ うに,5日 間 は 短 す ぎ る 、 講 義 と実 習 が連 動 して い

な い と さオ1た点 で あ る。 この 点 は 、 カ リキ ュラム1鳶体 の 検 討 の 中 で 早 急 に 対 応 す べ き 問題 で あ る。 また 、
'起習 が12月 の た め

、 実 習 場 所 へ の 交通 機 関 に関 連 す る 問 題 が 指 摘 され た。 更 な る実 習 内容 の 検 討 を行 な

っ て い き た い.

新歓合宿を終えて 大学祭のお知 らせ

新 人'1'歓迎実f倭 員会委 しユ長 民 谷 健 太 郎

4月611711に 新 べ生歓 迎実 行 委 〔1会最大 の イベ 〉

ト、新 歓 合宿 が行 われ ま した、、

この 合宿の いちば んのH的 は新 人生同上の親睦です。

人,,ニしたば か りの新 入、牛 の イ・安 や 緊張 を和 らげ る こと

が で きた ので あれ ばf;い です。 何 人か の ・年生 にr†宿

の感想 を聞 いた と ころ、な かな か良 い反応 で した。

r㌃宿 の内 容 と して 、 まず 校 内で 部活動 の紹 介や学 校

見学 を行 いま した。続 いて時 屋亭 に移 動 し歓 迎 会、 部

活 動乱 人な ど 新 人生 とE級 生 との 交流 も 友成 功 に終 わ

る ことが で き ま した。

合宿1㌃体 と して、 計画段 階 で た きな トラブル が無 か

一)たことが成 功 に 大さ く影響 して い ます。 また、 本 番

も タ でム スケ ジュ・一ル通 りに進 行 で きま した,,新 歓 委

r(=年 生)1司ilの 糸iiが 強 まっ た とい うこ とも非 常

に良 か ・.)たと思 います.

最 後 に、it1の,,<uUiに 協 力 して くれ た、U宿 係 をは

じめ とす る医 学科 ・看 護 科のみ な さん、 お[珪話 にな っ

た学 牛課 のh々,時 屋亭 の ノ∫々に は この場 を借 りて 厚

く御 礼 中 しLげ ます Ω

ぺ}∫・祭実1∫委員会 委則 乏 藤 谷 好 弘

尺学 祭実行 委 員会が 発 足 して 数 ヶ月。4年 生のみ な ら

ず,多 くの学生 の 協 ノJによ り、よ り充実 した医 尺祭 に

するた め に ・致 団結 して準 備 を進 めて います.

昨 イrの医 た祭 の成功 を うけ、 今年度 もた く さん のll∫

民の 方 に来て頂 き、学 生 と ・緒 に楽 しみ を 些有で き る

祭 りに した い と 考えて います。 また、 医 大はau.n段、

般 の 入々との 交流 も少な く,イ メー ジが偏 りが ちでは

ないか と思 ・って い ま した。 そ こで 『み んt,c、医 大に行

こう!』 をテー マ と し、 「休IIに ち1.っ と遊 び に川か

ける」 感覚 で気 軽 に足 を運ん で 頂け るよ う、雰 囲気作

り右)'L・書j十しr■て=し、よす、,

さて、医 大祭の 内容 ですが 、 『スケポ・一キ ング』 の

ラ/ブ や ゲーム 大会、 フ リー マー一ケ ッ トな どでみ んな

緒 に楽 しみ、 『柳 田 郎 男』 さん によ る講演 会や 医学

展な どで医 学 に触れ て 頃きた い と 考え てい ます.よ た

模 擬1占や 花火t:で 学 祭を盛 り上げ て い こう と思 いよ

す。 ど うぞ ご期 待 トさい。

llt後に、私1を ご 支援 して ドさる大学 関係 占の ノ∫々、

快 く協 力 して下 さる地域 の皆 様 方に深 く感 謝の意 を表

し、実 行 委員長の挨 拶 にかえ させ て頂 きます、、
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【体 育 系 】

学 生 団体 一 覧
平 成14年 度 承 認 され た 学 位 団体 は以 ドの とお り

です 。

(平成14年4月 現在)

団 休 名

会
員数

32

責 任 者
顧 問教官 備考

継統

〃

"

団 体 名
会
員数

責 任 者
顧 問教 官 備考

学年

医5

氏 名 学年

看4

医2

氏 名

1 ラグビー部 和田 励 原渕 保明
`L3

女Fバ スケ ッ トボー ル部 19

18

fi

野]亜 実 千葉 茂 継続

"

〃

z

一

準硬式野球部 34 医5 森 大輔

一

占川 晃敏 L4 ソ フ トボール同好 会 田端 秀敏 近藤 均

3 卓球 部 35 医5

医5

占田陽一郎 谷]成 実 25 マ ラソ ンクラブ 医6 渡邉 浩司

鷲見明希子

飯塚

4

5

6

陸上競技部 zo 白濱 武 人

渡辺 成樹

奥山 良

鈴木 裕 〃 L6 女Fバ レーボール部 24 医4 谷本 光穂 〃

競技 スキー部 48 医5 小川 勝洋 〃 27 ア イス ホ ッケ ー 部 24 医4 石居 信人 松野 丈夫 〃

ゴルフ部 35

37

医5 紀野 修一 〃

〃

zx 男子ハ ン ドボール部 21

14

医5

医5

阿部 暢彦 r.口勇 次 郎

7 硬式庭球部 医5

医4

医5

新保 大輔

一

田中 達也 29

so

31

乗馬 クラブ 金尾 恵 金r一 茂 男

〃

〃

a バ ド ミン トン 部 50

23

濱野 貴通 川 村 祐 ・郎 R.F.S.0(釣 り 同 好 会) 7 医4

医4

櫻本万治郎 山内 一 也 〃

y 男子バ スケ ッ トボールi'HS 八戸 大輔 干葉 茂

〃

〃 カ ヌー 部 11 占川 健太 宮本 和俊 〃

10

冒

空手道部 17 医4 柳清 洋佑 相沢 仁志 〃 32 女子ハ ン ドボール部 16 医3 原 由佳 上口勇次郎
一一

〃

11

一一

柔道部 5 医5

医4

山内 直人 原渕 保明 n sa

34

ピ クニ ック同好会 17 医2 熊田 有紀

白石 学

近藤 均 〃
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研 究 室 紹 介

放射線科 助手 山 田 有 則

当講座は昭和51年 初代天羽 ・夫教授 のもと

に発足 し、 平成5年 に油野民雄教授が金沢大学

より二代教授として着任 し現在 に至 ります。

大学及び附属病院の施設拡充、 各種画像診断

の発達 に伴 って、超音波、CT、MRI、 血管造影

を組み入れた総 合画像 診断を中心 とした画像診

断部門、放射線照射を主体 とし化学療法 を組合

せた腫瘍治療部門及び各種臓器 の機能診断 を中

心 とした核医学部門の3本 の柱で構成されてい

ます。高橋助教授を中心とする画像診断部門は、

現在最新鋭のLT,MRIお よび血管造影装置への

切 り替え中であり、さ らにク リアーな画像情報

をよ り早 く提供できるものと思われます。 また、

遠隔医療センター開設 に伴い画像診断医のいな

い釧路、根室地方などの病 院との遠隔画像診断

にも積極 的に取 り組んでいます。 吉出講師を中

心 とする腫瘍治療部門は、術 中放射線照射装置

が平成9年 か ら稼動 し、脳 転移病 巣に対す る

stereotacticradiQsurgeryな ど先端医療に積極

的に取 り組んでいます。油野教授 と秀毛講師 を

中心 とする核医学部門では、心機能、肝予備能

や脳 血流評価な ど各種臓器の機能的診断を中心

に取 り組んでいますが、平成13年 の新病棟開

設 とともに ヨー ド治療専用ベ ッ トが放射線科病

棟に開設 され、甲状腺癌およびバセ ドウ病 の治

療にも積極的に取 り組んでいます。

新 入局員は、各部門 を1年 半でローテーショ

ンする他、6ヶ 月から12ヶ 月の他科研修 を希

望に応 じて受ける ことが可能であ り、幅広 い医

学的知識が身に付 くよう育成 しています。また、

初期研修終t後 、希望する専門分野での国内留

学に送 り出 し、広 い視野を身 に付けて もらうよ

うに しています。北[本 における放射線科専門

医はまだまだ少な く、北海道のみな らず関東地

方か らの派遣要請も多数あります ので、放射線

医学に興味のある学生の人局をお待ちしています。
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新入生研修実施される

平成14年 度 看護学:科0)新 入生研修 が4月15日(11)・

lfi日(火)に 、医 学 科 の 新 人 生研 修 が4月22H(月)・

2:3日(火)の1泊2口 で 、兵 に 美瑛 町 の 大雪 山 白 金観 光

ホテ ル に お い て実 施 され ま した.

医 学 科 、{}護学 科 共 通 で 「最 近 のHIV感 染 症 、工 で

ズ`}㌻情 とそ の 理 解1、「,.{riを狙 う悪 質 商 法1、1ア ル コー

ル とのIEし いつ きあ い 方1,「大学 生の た め の心 理 学 」等

の講 義 が スr1で ドや ビデ オ を使 用 して 、わ か りゃ す く

行 わ れ ま した、

看 護学 科 で は 、班 別 討 議 や 看 護 学 科 の 先 輩 か らの メ

ッセ ー ジが あ り、質 疑 応 答 が行 われ ま した.

医 学 科 で は 、ベ テ ラ ン 医 師 とな っ た 先 華 か らの メ ッ

セ ー ジの 後 、救 急 蘇 生 法 の 実 習 が行 わ れ ま した 、

倒 れ て い る 人に}=iを か け 、周 りの 人 を呼 ぶ と こ ろ か ら

始 め られ ま した.大 きな 声が 出 しづ らい 人や 、迫 真の 熱

演(?)が あ 一った りで した が 、人 の 命 を救 う と い う 貴重

な 訓 練 を 経験 して い ま した.
(学 牛課)

平成13年度 学位記授与式

平 成13年 度 学 位 記 授 与 式 が 、3y35口(月)

1011fp30分 か ら本学 体 育館 にお いて 挙行 され ま した.

式 で は 、 本 学 室 内 合奏 団 が 奏 で る 調 べ の な か 、

卒 業 生164名(医 学 科97名 、 右護 学 科fi7Yi)に 学

士 学f位記 が 、 †専士 修Jア者12名 に1専1.学 イ立肖己カゴ、 修

1二修r者2名 に 修 士 学 位 記 が ・人 ひ と りにr渡 さ

れ ま した 。

つ い で 学 長 か ら卒 業 に あ た り、 式 辞 が 述 べ らオi

ま した 。(学 ノ1三
具言果)

漏菰 ,

1

一
L

平成14年度 入学式

医 学 科 ・看護 学 科 の 入学 式 が 、4月5目(金)

10時 か ら本 学 体 育 館 に お い て 挙 行 され ま した 。

式 で は 、 新 人 生155名(医 学 科95名 、 看 護 学 科

60名 ・看 護学 科 第3年 次 編 人 生10名)を 代 表 して

医 学 科 青lll菰 子 さ ん が 宣 誓 を 行 い 、 医 学 生 ・看

護 学 生 と して の 自覚 を 新 た に 大学 牛活 の 第 ・一歩 を

踏 み 出 し ま した,,(学 生 課)
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表紙写真の募集

写 興の 得意 な 方 、写 典の 好 きな 九 写 真 に興 味 の

あ る`1.あ な た の 写 貞で1か ぐ らお か 」の 表 紙 を 飾 り

ま しょ う,,

皆 さ ん の応 募 を、心 よ りお 待 ち して い ま す、,

採 用 の ノ∫には 、謝 礼 を さ しあげ ます.

申 し込 み 、問 い 合わ せは 学 牛課 専 門職 員 細 木 まで。

(広報 誌 編 集 委 員会)

∴1
肇 聯

「一藪禰 一一
冒 任

_罐'～

11

〃

11

採 用

''

退 職

辞 職

11

〃

〃

17

㌢1'任

''

144111

13311H

54

--

整 形 外 科 助 教 授 伊 藤 浩

小 児 科 講 師 伊 藤 善・也

∫}1:#十妬}入幸十 。舞自巾lhド 岡ll

〃 講 師 藤 月 哲 哉
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麻酔 科 蘇 生 科 講rllll藤lll智

生 化 学 第 ・ 教 授 藤 澤f、

数理 精 報 科 学 助 教 授.川 村 保

小 児 科 講 師 宮 本 占1】恵
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出席票に関する私見

2000年 の秋 に旭川 医 人に着任 して、 す ぐに1

年次対象の組織学の講義 ・実習を担'liしたが、当初、

非常 に違和感 を覚えた のは毎時 間講義の度 に個 々

の学 生に出席 票を配 ることだった。私たち教官は、

出席な どと らな くて も白然 と学 生が集 まるよ うな

良い講護 をめ ざ さなければな らない と思 う。特 に

医学 部の講義 は、 ほぼ すべてが必修 科 目で学 生側

にはほ とん ど選択 の余地がな い。 そのよ うな状況

でつ ま らな い講義 に出席 を強要す るのは、 青春時

代 の貴甫な時間の浪 費を強 いるよ うで、 正直な と

ころ、 こち らも心が痛む。

解剖学 という学問は、伝統的に実習重視である,,

前,;の1窓 外」で解 剖学第 ・講座 の吉「「i教授が 書

かれ ていたよ うに、解 剖学 教育の本質は、学生ひ

と りひ とりが頭の中 に自分 な りの 人体 構造 ・機能

の イメ・一ジを作る ことだ と思 う、,そのよ うに考え

ると、 古川先生や私 の頭の 中味 をj.,1.の 頭 に直接

コピー&ペ ー ストする方法がない以L、 解剖学では、

実際 に解 剖 した り顕微鏡 をのぞ いた りして、 各..,f.

生ltl!kが 生体0)構 築原理 を実感(rcalize)す る必

要があ る。そ の際に、講義 というのは実 物を理解

す るため の補助 手段 のひ とつ に過 ぎない。 実習で

各]が 納得 い くまで肉眼解 剖や顕 微鏡 観察 を行っ

て くオ1さえすれば、講 義に出 る必 要はな く、 知識

の取得は自学 自習で済 ませてもらってかまわない、,

このよ うに書 くと解剖学 の講義な ど要 らないで

はないか という声が 聞 こえて きそ うだが、実 はそ

うではな い。 こち らは こち らで、教科書 で 白学 自

習す るよ りも、私 の講義 を聴 くほ うが、 重要な ポ

イン トをよ り効率的 に理解 で きるぞ と心 の巾で 密

かに思ってい るので ある。 そのよ うな意地 を心 に

秘めて、私たちは 日々、 講義 ・実習 の改 善や 工夫

を続 けている、,ちなみ に、 昨年度か ら、講義で 出

席 を とるのをやめたが、そ れで も7割 以hの 学 生

が 出席 して くれてお り、旭 川医 大の まじめな1=

諸 君には感謝 している。
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